
一

八

世

紀
初
頭
の

フ

ラ

ン

■
ス

社
会
の

危
機
と

そ
の

対
策
伶

-
一

七
一

五

-
一

八

年
の

諸

提
案
と
モ

ン

テ

ス

キ
ュ

ー

を

め

ぐ
っ

て

-

( 4 1 )
一

八 世 紀初頭 の フ ラ ン ス 社 会 の 危機と そ の 対 策 ( 2)

こ

の

論
文
は

本

誌
四

月

号
に

発

表
し

た

拙

論
の

続
き
で

あ

る
｡

さ

き
の

論
文
で
､

当

時
の

商
業
衰
退
の

原

因
に

つ
･
い

て

の

モ

リ

ソ

ン

の

見

解

を

み

た
｡

か

れ

に

よ

れ

ば

そ

の

原

因
は
､

貨
幣
の

蓄

蔵

お

よ

び

海
外

流
出
と

並

ん

で
､

貨
幣
名

目

価
値
の
一

〇

分
の

三

の

引
下

げ
が

｢

貨
幣
の

稀
少
+

を

ひ

き
お

こ

し

た

こ

と

に

あ

る
｡

モ

リ

ソ

ン

に

よ

れ

ば
､

貨
幣
の

名
目

価
値
の

こ

の

引
下

げ
に

対

応

し

て

価
格
が

低

下

す
る

ど
こ

ろ

か
､

そ

れ

に

伴
う

損
失
を

償
う
べ

く
､

商
人

や

職

人
が

非

貞
産
物

商
品
の

価

格

を

引

上

げ
た

こ

と
に

よ

っ

て
､

貨
幣
の

購
買
力
が

半
減

し
､

従
っ

て

必

要
貨
幣
量
が

増
大

し
､

｢

貨
幣
の

稀
少
+

に

帰

着
し

た

と

い

う
の

で

あ

る
｡

他
方

農
民
の

古

賀

英

三

郎

側
で

ほ
､

｢

貨
幣
の

稀
少
+

-
こ

の

場
合
は

と

く

に

｢

支

払

不

能
+

を

意
味
す
る

-
に

よ

っ

て

農
産
物

価
格
を

安

く

販

売
す

る

こ

と

を

余
儀

な

く
さ

れ
､

農
産
物

価
格
は

貨
幣
名

目

価
値

引
下

げ

以

前
の

半

分

以

下
に

低

落
し
､

非

農
産
物
の

農

産
物
と

の

比

価
は

四

倍
な
い

し

八

倍
と

な

り
､

こ

の

価
格
格
差
が

商

業

衰
退
の

も

う

一

つ

の

要
因
と

し
て

作
用
し

た

と

い

う
の

で

あ

る
｡

モ

リ

ソ

ン

の

こ

の

現

状

認

識
が

現

実
に

妥
当

す

る

も
の

か

ど

う

か

を

検
討
す
る

こ

と

か

ら

始
め

た

い
｡

モ

リ

ソ

ン

の

論
稿
が

書
か

れ

た

の

は
一

七
一

五

年
一

二

月
､

パ

リ

に

お

い

て

で

あ

る

が
､

貨

幣
名
目

価
値
の

一

〇

分
の

三

の

引
下

げ
と
い

う
事

態
は

い

か

な

る

(

1
)

時
点
の

事
象
を

さ

す

の

で

あ

ろ

う

か
｡

第
一

因
は
一

六

八

九

年

(

丁
七

世

紀
末
か

ら
一

七
二

六

年
に

至
る

貨
幣
価
値
変
動
期
の

起

隅



一 橋論叢 第六 十 三 巻 第六 号 ( 4 2 )

第 一 図 V al e 11 r d n m a r c d
'

a T g e n t 五n■m o n n o y る,

d
'

a p rさs D u p r占 d e S a l n t- M a u r .

L
i

く

ワ
○

切

40

03

1689 90 91 92 93 94 95 96 97 98991700 0102 03 04 05(柘07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17･ 18

点
)

か

ら
一

七
一

八

年
ま
で

の

鋳
貨
純
銀
一

マ

ル

ク

の

名
目

価
値

の

変
動
を

示
し

て

い

る
｡

こ

の

図

表
に

示
さ

れ

て

い

る

よ

う
に
､

一

七
一

三

年
末
か

ら
一

五

年
末
ま
で

に
､

鋳
貨
純
銀
一

マ

ル

ク

の

名

目

価
値
は
､

約
四

三

リ

ー

ブ
ル

か

ら
､

敷
皮
(

正

確
に

は
一

一

回
)

の

引

下

げ
を

経
て
､

約
三

〇

リ

ー

グ
ル

に
､

つ

ま

り

ほ

ぼ
一

三

リ

ー

グ
ル

だ

け

引
下

げ

ら

れ

て

い

る
｡

こ

の

低
下

は
､

そ

れ

以

湖

前
の

貨

幣
の

名

目

価
値
約
四

三

リ

ー

グ
ル

の

ほ

ぼ
一

〇

分
の

三

に

当

り
､

モ

リ

ソ

ン

の

指
摘
が

ま

さ

に
一

七
一

三

年
か

ら
一

五

年
に

か

け
て

の

現

実
に

妥
当

す

る

こ

と

を

示
し

て

い

る
｡

と
こ

ろ
で
一

七
一

三

年
以

前
の

貨
幣
価
値
の

変
動
に

つ

い

て

概

観
す
る

と
､

一

六

八

九

年
以

降
一

七

〇

九

年
五

月

ま
で

に

数

度
に

わ

た

り
､

国

家

債
務

返

済
上

有
利
な

貨
幣
名
目

価
値
の

引

上

げ
と

租
税
徴

収
上

有
利
な

そ

の

引

下

げ
と

が

鋸
歯
状
を

描
い

て

推
移
し
､

鋳
貨
純
銀
一

マ

ル

ク

の

名

目

価
値
は
､

一

六
八

九

年
の

約
二

八
リ

ー

グ
ル

か

ら
一

七

〇

九

-
一

三

年
の

約
四

三

リ

ー

グ
ル

ヘ

と

約
一

五

リ

ー

グ
ル

(

約
一

･

五

倍
)

の

引

上

げ
に

帰
着
し

て

い

る

が
､

こ

の

間
の

貨
幣
価

値
の

変
動
に

と

も

な

う

商
品

流
通
お

よ

び

信

用

(

2
)

の

崩
壊
は

き

わ

め
て

激
し

い

も
の

が

あ

っ

た
｡

つ

ま

り

〓
ハ

八

九

年
の

貨
幣
名

目

価
値
の

約
一

〇

分
の
一

の

引

上

げ
の

時
点
か

ら

す
で

に

悪

貨
に

よ

る

良

貨
の

駆
逐
--

海
外

流
出
､

贋
造

貨
幣
に

よ

る

不

法

取

引
が

生

じ
､

一

六

九

三

年
に

は
､

一

〇

年
前
の

コ

ル

ベ

ー

ル

時
代
よ

り

五

分
の
一

だ

け

貨
幣
が

逼
迫
し

た

と
い

わ

れ
､

一

六

九

四

年
に

は

信

用
の

崩
壊
､

利

子

率
の

高
騰
を

招
く
｡

他

方

農

産
物

価

格
の

推
移
は
､

一

六

八

九

年
か

ら
一

七
一

八

年



へ

3
)

ま
で

の

小

麦
価
格
の

変
動
を

示

す

第
二

図
に

明

ら
か

な
よ

う
に
､

一

六

八

九

年
か

ら
一

六

九

九

年
ま

で

は
､

一

六

九
三

年
に

お

け

る
､

と

く
に

北

部
フ

ラ

ン

ス

の

冷

害
に

ょ

る

穀
物

不

作
が

作
用

し
て

九

四

年
に

異
常
な

価
格
騰
貴
を

ひ

き

お

こ

し
､

翌

九

五

年
に

は

反

転

下

落
す
る

が
､

大

勢
と

し
て

は

漸
騰
を

続
け
､

一

六

八

九

年
四

月

( 4 3 ) 一

八 世 紀初頭 の フ ラ ン ス 社 会 の 危機 と そ の 対 策 (2)
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L
-

く
【

巾
の

の
一

ス

チ

エ

六

リ

ー

グ
ル

か

ら
一

六

九

九

年
一

月
の

二

七

リ

ー

グ

ル

一

ニ

ス

ク

ト

に

四
･

五

倍
以

上
に

騰

貴
し
て

い

る
｡

こ

の

間
に

鋳

貸
純
銀
一

マ

ル

ク

の

名

目

価
値

は
､

一

六

八

九

年
の

約
二

八

リ

ー

グ
ル

か

ら
一

六

九
九

年
の

約
三

五

リ

ー

グ
ル

ヘ

約
一

二
一

倍
引

上

げ

ら
れ

て

い

る
｡

一

七

〇
三

年
以

後
､

貨
幣
価
値
の

不

安

定
は
､

次

第
に

信

用

恐

慌
状

態
に

導
く
｡

一

七

〇

三

年
に

は

度
重

な
る

貨

幣

名
目

価

値
の

引
上

げ
に

よ
っ

て

対

外

販

売
利

得
が

減
少

し
､

金

属

貨

幣
や

商
品

を

手
離
す

ま
い

と

す
る

傾
向
か

ら

通

貨
の
一

部
が

流

通
か

ら

引
上

げ

ら
れ
､

｢

富
者
の

消

費
は

沈
滞
し
､

勤
労
階

級
は

窮
迫

と

貧
困

に

陥
っ

た
｡

+

■
続
く
一

七

〇

四

年
は

｢

混

乱
と

錯

乱

の

時

代
+

に

始
ま

り
､

流
通
債
券

E
】

-

e

t
∽

d
e

ヨ
○

ロ
n
O

苫

の

通

用
に

よ
っ

て
一

時
信
用
の

回

復
､

消
費
の

復
活
､

租
税
の

順
調

な

支

払
､

利

子

率
の

低
下

を

み

る

が
､

こ

の

債
券
に

維
持
不

能
な

七
･

五
パ

ー

セ

ン

ト

の

利
子

を

付

し
､

そ

の

返

済
基
金
に

欠

け
､

そ

れ

を

濫
発

し

た

こ

と

に

よ

っ

て
､

一

七

〇

五

年
以

降
は

他
の

証

券
･

債
券
と

同

様
に

そ

の

信
用
は

失

わ

れ
､

そ

れ

が

か

え
っ

て

信

用

崩
壊
に

拍

車
を

か

け
る
｡

つ

ま

り

債
務

者
は

こ

の

債
券
で

債
務

を

支

払

う
こ

と

を

欲

す
る

が
､

債
権
者
は

そ

れ

を

受
取
る

こ

と

を

欲
せ

ず
､

ま

た

貨
幣
所
有
者
も

こ

の

債
券
で

の

返

済
を

恐
れ

て

貨
幣
の

貸
付

を

び

か

え

る

と
い

う

事
態
が

生

じ

た
｡

こ

う

し
て

こ

の

時
点

で

す
で

に

こ

の

債
券
は

七
五

パ

ー

セ

ン

ト

の

相

場
下

落
を

蒙
っ

た
｡

か

か

-

h

J

る

事
態
の

も

と

で

は

商
品
を

で

き

る

限
り

保
持
す
る

こ

と

が

よ

り

乃
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安
全

で

あ

り
､

ま
た

そ

れ

を

販

売

す
る

場
合
に

は
､

支

払
い

の

リ

ス

ク

を

償
い

う
る

条
件
を

確
保

し

ょ

う
と

す

る

傾
向

が

生

じ
る

の

は

当

然
で

あ

る
｡

一

七

〇
六

年
以

後
は

流
通

債
券
の

地

方
へ

の

波

及
に

よ

っ

て
､

信

用
の

崩
壊
に

よ

る

商
品

流
通
の

途

絶
つ

ま

り

こ

の

信
用

恐

慌
は

農

村

地

方
に

も

及

び
､

高
利
が

産
業
を

圧

迫

し
､

全
般

的

な

不

況

(

4
)

が

始
ま
る
｡

一

六

九
九

年
以

降
､

小

麦
価
格
は

下

降
に

転
じ
､

一

七

〇
七

年

一

月
に

は

六

リ

ー

グ
ル

六
ス

ク

ー

に

つ

ま

り

四

分
の
一

以

下
に

漸

落
す

る
｡

こ

の

間
に

貨
幣
名
目

価

値
は
､

一

六

九

九

年
の

約
三

五

リ

ー

グ
ル

か

ら
､

度
重

な

る

変
動
を

経
て
､

一

七

〇

四

1
五

年
に

最

高
約
三

九
リ

ー

グ
ル

に

達
し

た

後
､

一

七

〇
七

年
一

月
に

三

四

リ

ー

グ
ル

半
に

下

落
す

る
｡

従
っ

て

こ

の

間
の

小

麦
価
格
の

四

分

の

一

以

下
へ

の

漸
落
は
､

実
質
的
に

は

よ

り

激
七
い

も
の

で

あ
っ

た
｡

貨
幣
名

目

価
値
の

引

上

げ
に

よ

る
一

七

〇
七

年
の

流
通

債
券

回

収
の

た

め
の

試
み

が

失

敗
に

終
っ

た

あ

と
､

一

七

〇

八

年
二

月
に

財
務
絵

監
に

任

命
さ

れ

た

デ
マ

レ

ほ
､

ま

ず
一

七

〇

九

年
三

月

ま

で

に
一

連
の

貨
幣
名

目

価
値
の

引
下

げ

政

策
を

採
用
し
､

つ

い

で

五

月
か

ら

そ

の

引

上

げ

政

策
に

訴
え

た
｡

前
者
の

引

下
げ

政

策
は
､

後
者
の

引
上

げ

政

策
を

効
果
あ

ら
し

め

る

た

め

の

も

の

で

あ

っ

た

乃
ハ

れじ

が
､

一

般
公

衆
は

過

去
の

経
験
か

ら

す
で

に

そ

れ

を

予

測
し
､

価

値
の

低
い

貨
幣
で

返

済
さ

れ

る

こ

と

を

お

そ

れ

て

誰
も

貨
幣
を

貸

付

け

よ

う
と

は

し

な
か
っ

た

し
､

ま

た

価
値
の

低
い

貨
幣
に

よ

る

債
務

を

価
値
の

高
い

貨
幣
で

返

済
し

う
る

者
も

な

く
､

貨
幣
の

流

通

機
能
は

回

復
せ

ず
､

商
品

は

保
存
し

う
る

限

り

流
通
か

ら

引
上

げ

ら
れ

た
｡

後
者
の

新
し
い

貨
幣
の

発
行
に

ょ

る

貨
幣
名
目

価
値

の

引

上

げ

政

策
は
､

流
通

債
券
の

回

収

と
､

新
旧

両

貨

幣
の

量

目
･

品

質
の

差
異
を

な

く

し
て

良

貨
の

海
外

流
出
や

贋
造

貨
幣
に

ょ

る

不

正

取

引
を

防
止

す
る

た

め

に

旧

貨
幣
の

回

収

と

を
ね

ら
っ

た

が
､

旧

貨
幣
は

来
る
べ

き

名

目

価
値

引
上

げ

を

期
待
し
て

退

蔵

さ

れ
､

海
外
へ

流
出
し
､

流
通

債
券
は

五

分
の

一

(

四
三

〇

〇

万
)

が

回

収

さ

れ

た

に

と

ど

ま

り
､

し

か

も

そ

の

相

易
は

八

〇
パ

ー

セ

ン

ト

下

落
し

た
｡

し

か

し
こ

の

貨
幣
名
目

価
値
の
､

鋳
貨
純
銀
一

マ

ル

ク

約
三
一

リ

ー

グ
ル

か

ら

四

三

リ

ー

グ
ル

へ

の

引
上

げ

は
､

穀
物
価
格
の

騰
貴
と

重

な
っ

て

破

局

的
な

様
相

を

示
し

た
｡

一

七

〇

九

年
八

月
二

四

日

デ
マ

レ

は

国
王
に

宛
て

た

覚
書
で

次
の

よ

う

に

述
べ

た
｡

｢

こ

こ

四

ケ

月

以

来
､

貨
幣
の

全

流
通
が

停
止

し

た
｡

人
々

は

地

租
も

人

頭
税
も

払
わ

な
い
｡

麦
類
の

暴

騰
に

よ
っ

て

か

れ

ら
は

生

活
必

需
品

だ

け
に

生

活
を

切

り
つ

め

る

こ

と

を

強
い

ら
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(

う
ノ

れ

た
｡

か

れ

ら
は

塩

も

買
わ

ず
､

ぶ

ど

う

酒
も

飲
ま

な
い
｡

+

こ

う
し

て
一

七

〇
七

年
以

後
再
び

上

昇
に

転
じ

た

小

麦
価
格
は
､

一

七

〇

九

年
の

冷
害
に

よ

る

穀
物

飢
饉
を

原

因
と

す

る

小

麦
価

格

の

暴

騰
と
一

七
一

〇

-
一

一

年
に

か

け

て

の

そ

の

反

転

下

落
後
再

び

上

昇
に

向
い
､

一

七
一

三

年
一

〇

月
に

三

四

リ

ー

グ
ル

一

六

ス

タ

ー

に

達
す

る
｡

こ

れ

は
一

七

〇
七

年
の

六

リ

ー

グ
ル

六

ス

ゥ

一

に

対
し

五

倍
以

上
の

騰

貴
で

あ

る
｡

そ

の

間
に

貨
幣
名

目

価
値
は
､

三

四

リ

ー

グ
ル

半
か

ら

四

三

リ

ー

グ
ル

半
へ

約
三

分
の
一

引
上

げ

ら
れ

て

お

り
､

小

麦
価

椿
は

貨
幣
名
目

価

値

引

上

げ

以

上
の

騰
貴

(

6
)

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
に

貨
幣
名

目

価
値
の

引

上

げ
は

物
価

騰
貴
に

導
い

た

の

で

あ

り
､

財
務

総
監
デ

マ

レ

を

し
て
一

六

八

九

年
の

水

準
へ

の

復
帰

を

は

か

る

デ

フ

レ

政

策
を

採
用
さ

せ

た
｡

こ

れ

が
一

七
一

三

年
か

ら
一

五

年
に

か

け

て

の
､

モ

リ

ソ

ン

の

指
摘
す
る

貨

幣
名
目

価
値
の

一

〇

分
の

三

の

引
下

げ
で

あ

る
｡

一

七
一

三

年
以

降
､

小

麦
価

格
は
､

一

七
一

四

年
後
半
に

一

時

的
に

騰
貴
す
る

が
､

以

後
漸
落
を

続

け
､

一

七
一

七

年
四

月

と
一

七
一

八

年
一

月
に

最

低
の

九

リ

ー

グ
ル

に

下

落
す
る

が
､

モ

リ

ソ

ン

の

論
稿
が

書
か

れ

た
一

七
一

五

年
の

時

点
で

は
､

ほ

ぼ
一

一

リ

ー

グ
ル

と

推
測
で

き
､

従
っ

て
一

七
一

三

年
一

〇
月
の

三

四

リ

ー

グ
ル

一

ユ

ハ

ス

ゥ

ー

の

水

準
か

ら

は
､

モ

リ

ソ

ン

の

言

葉
通

り

半

分

以

下
へ

の
､

実

際
に

は

ほ

ぼ

三

分
の
一

へ

の

価
格

低
下

を

確
認
で

き

る
｡

こ

の

間
の

貨

幣
名

目

価
値
の

引
下

げ

は
一

〇

分
の

三

で

あ

っ

た
｡

他

方

非

農
産
物

価
格
の

推
移
は

ど
の

よ

う

な

も
の

で

あ
っ

た

か
｡

以

前
に

三

リ

ー

グ
ル

で

あ
っ

た

靴
下
が
､

貨
幣
名

目

価
値
の

引
下

げ
に

も
か

か

わ

ら

ず
､

む

し

ろ

そ

の

故
に

か

え
っ

て

そ

れ

に

基
づ

く

損
失

を

償
う
た

め

に
､

農
産
物

の

場
合

と

は

逆
に
､

五

リ

ー

グ

ル

に

引

上

げ

ら
れ

た

と
い

う
モ

リ

ソ

ン

の

指
摘
を

裏
付
け

う

る

他

の

充
分

な

資
料
を

う
る

こ

と

は

困

難
で

あ

る

が
､

パ

ル

バ

リ

ア

地

方
お

よ

び

レ

プ
ア

ン

ト

か

ら

輸
入

さ

れ

た

羊

毛
の

マ

ル

セ

イ
ユ

に

へ

7
)

お

け
る

価
格
を

示
す

第
三

国
に

明

ら

か

な

よ

う

に
､

最

低

価

格

(

そ

れ

は

大

部
分
パ

ル

バ

リ

ア

地

方

産
出
の

羊
毛
の

価
格
)

の

推

移
に

つ

い

て

言
え

ば
､

一

七

〇

〇

年
と
一

七
一

四

年
と
が

同

水

準

の

二

〇
リ

ー

グ
ル
､

最
低
が
一

七

〇

六

年
の

二
二

リ

ー

プ
ル

で

あ

り
､

小

麦
価
格
の

一

六

九

九

年
か

ら
一

七

〇
七

年
へ

の

七

七
パ

ー

セ

ン

ト

の

価
格

低
下
に

比
べ
､

三

分
の
一

の

減

価
に

す

ぎ
な

い
｡

一

七

〇
七

年
以

後
は
､

一

七

〇

九

年
の

穀
物

価
格
の

騰
貴
に

よ

る

毛

織
物

需
要
の

減
退

を

反

映
し

た
一

七
一

〇

年
に

お

け
る
一

四

リ

ー

グ
ル

ヘ

の

落
込
み

を

み

る

外
は
､

一

五

リ

ー

グ
ル

の

水

準
を

維

持
し

て

停
滞
し
て

い

る

が
､

一

七

二
二

年
に

始
ま

り
一

七
一

五

年

Ⅳ
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に

至
る

相

次

ぐ

貨
幣
名

目

価
値
の

引

下

げ

期
に

は
､

一

三

年
か

ら

一

四

年
に

か

け
て
一

四

リ

ー

グ
ル

か

ら
二

〇
リ

ー

グ
ル

へ

三

〇
パ

ー

セ

ン

ト

の

価
格
上

昇
を

示

し
､

一

四

年
か

ら
一

五

年
に

か

け
て

は

二

〇

リ

ー

グ
ル

か

ら
一

八

リ

ー

グ
ル

ヘ

一

〇
パ

ー

セ

ン

ト

の

下

落
を

示

す
が
､

一

七

二
二

年
を

基
準
と

す
れ

ば
､

一

七
一

五

年
に

一

四

リ

ー

グ
ル

か

ら
一

八

リ

ー

グ
ル

ヘ

の

価
格
上

昇
を

示

し
て

お

り
､

こ

の

間
の

小

麦
価
格
の

三

分
の
一

へ

の

下

落
と

対

照

を

な
し

て

い

る
｡

こ

の

点
で

ま

さ

に

モ

リ

ソ

ン

の

指
摘
し

た

価

格
格
差
は

棚

妥

当
す

る
｡

最

低
価
格
に

つ

い

て

指

摘
し

た

以

上
の

点
は
､

最
高
価
格

(

レ

プ
ア

ン

ト

か

ら
の

輸
入

羊
毛
価
格
)

に

つ

い

て

も
は

ぼ

妥
当

す

る

が
､

価
格
の

最

下

点
は
一

七

〇

六

年
で

な

く
一

七

〇
七

-
八

年
の

二

〇

リ

ー

グ
ル

で

あ

る

こ

と
､

こ

の

期
間
を

の

ぞ

け

ば

す
べ

て
一

七

〇

〇

年
の

水

準
以

上

の

価

格
を
､

よ

り

激
し
い

波
動
を

描
き

な

が

ら

維
持
し

て

い

る

こ

と
､

以

上
の

点
で

差

異
は

あ

る

が
､

一

七

一

三

1
一

五

年
の

期
間
に

つ

い

て

は
､

や

は

り
二

五

リ

ー

グ
ル

か

ら
三

五

な

い

し

三

六

リ

ー

グ
ル

ヘ

の

騰

貴
を

確
認
し

う

る
｡

以

上
の

輸
入

羊
毛

価
格
の

推
移
の

う

ち
一

七

〇

六

-
八

年
の

価

(

8
)

格
下

落
は

信
用

恐

慌
に

よ

る

不

況
に

関

係
す
る

が
､

い

ま
こ

こ

で

特
に

考
察
す
べ

き

問

題
は
､

第
一

に
､

一

七
一

三

年
か

ら
一

五

年

に

か

け
て

の

貨
幣
名

目

価
値

引

下

げ

期
の

非
農

産
物

価
格
の

騰
貴

が
､

モ

リ

ソ

ン

の

指
摘

す
る

よ

う
に

貨
幣
名
目

価

値
の

引

下

げ
に

伴
う

損
失
を

償
う
た

め
の

も

の

で

あ
っ

た

か

ど

う
か

と

い

う

点

と
､

第
二

に
､

輸
入

羊
毛

価
格
の

推
移
を

示

す
グ

ラ

フ

に

明

ら
か

な
よ

う
に
､

こ

の

価
格
騰

貴
は

持
続
せ

ず
､

一

七
一

七

年
ま
で

に

頻
発

す
る

破

産
を

伴
い

つ

つ
､

一

七

〇
六

-
八

年
の

低

水

準
に

暴
落
す

る

の

で

あ

り
､

一

七
一

三

1
一

五

年
の

価
格

騰
貴
後
の

こ

の

破

産
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と

価
格
暴
落
と
が

い

か

に

し

て

生

じ

た

か

と

い

う

問
題
で

あ

る
｡

(

9
)

こ

の

第
二

の

点
に

つ

い

て
､

既

述
の

手

稿
集
の

第
三

二

論

稿
は
､

破

産
発
生
の

原
因

を
､

第
一

に

商
品
の

販

路
縮
小
に

よ

る

価
格

低

落
､

第
二

に
､

多
く
の

商
人

と

個
人
が
､

貨
幣
名

目

価
値
引
下

げ

に

よ

る

損
失

を

償
う
た

め
に
､

商
品

を

買
占
め
､

証

券
を

取
得
し

て

利

得
を
ね

ら
い
､

そ

の

た

め
に

貨
幣
を

借
入
れ

さ

え

し

た

が
､

販

路
縮
小
と

信
用

崩
壊
に

よ
っ

て
､

債
権
者
の

追
求
を

破

産
に

よ

っ

て

逃
れ

ざ

る

を

え

な

く

な
っ

た

事
情
に

帰
し

て

い

る
｡

こ

う
し

た

信
用

恐

慌
が
一

七
一

三

年
の

段
階
で

貨
幣
名
目

価
値
の

引

下

げ

に

よ

っ

て

よ

り

直

接

的
に

発

生
し

た

こ

と

が
､

リ
ヨ

ン

の

市
長
が

(

1 0
)

財
務

総
監
デ

マ

レ

に

宛
て

て

書
い

た

信
書
に

よ
っ

て

示
さ

れ

て

い

る
｡

つ

ま

り
､

貨

幣
名

目

価
値
の

引
下

げ

は
､

為
替
手

形
や

証

券

を

発
行
し

た

債
務

者
が

支
払

期
日

以

前
に

債
務

を

返

済
す

る

こ

と

を

困
難
に

し

た

の

で

あ

る
｡

非
農

産
物
価
格
の

騰
貴
と

そ

の

後
の

破

産
の

凝
生

と
の

関
連
に

つ

い

て

は
､

プ

ロ

ヴ
ァ

ン

ス

の

地

方

総

監
ル

プ

レ

が
､

さ

き
に

輸

入

羊
毛

価
格
の

推

移
に

つ

い

て

み

た

マ

ル

セ

イ
ユ

に

お

け

る

破

産

の

発
生

に

つ

い

て
､

一

七
一

五

年
五

月
一

四

日

財
務

総
監
に

行
っ

(

1 1
)

た

報
告
が

貴
重

な

史
料
と

な
る
｡

そ

れ

は
一

七
一

五

年
二

月
二

八

日

以

来
二

七

件
の

破

産
が

生

じ
､

マ

ル

セ

イ
ユ

の

取

引

所
が

混

乱

ネ

ゴ

シ

ア

ン

に

陥

り
､

貿
易

商
が

き
わ

め

て

悼
ま

し

い

状
態
に

お

か

れ

て

い

る

と

告
げ
て

い

る

が
､

か

れ

に

よ

れ

ば

破

産
発
生
の

原

因
は
､

貨
幣

の

名

目

価
値
の

引
下

げ
に

よ

っ

て

蒙
る

損
失

を

避
け
る

た

め

に
､

商
人
た

ち
が
､

手
持
ち
の

貨
幣
に

当

惑
し
､

そ

れ

を

き

わ

め

て

お

ど

ろ

く
ぺ

き

運

動
に

投
じ
､

そ

れ

の

借
入

れ

を

欲

す
る

も
の

に
､

競
っ

て

無
利
子
で

さ

え

貸
付

け
よ

う
と

し

た

こ

と
､

ま
た

他

方
で

は
､

一

攫
千

金
の

欲

望
に

と

り

つ

か

れ

た

者
が
､

他

人
の

貨
幣
を

借
入

れ

て
､

そ

れ

を
レ

グ
ア

ン

ト

に

送
っ

て

商
品

を

購
入

し

た

が
､

多
数
の

商
人
が

競
っ

て

そ

う
し

た

た

め
に
､

レ

プ
ア

ン

ト

の

商
品

(

羊
毛
)

の

価
格
を

高
め

る

こ

と
に

な
っ

た

と
い

う
こ

と
で

あ

る
｡

か

れ

ら
は
､

マ

ル

セ

イ
ユ

市

を

こ

れ

ら
の

商
品
で

充

満
さ

せ

る

こ

と

に

な
っ

た

が
､

そ

の

と

き
､

貨
幣
の

名

目

価
値
の

引

下

げ
は

す

で

に

完
了
し
､

金

融
は

逼
迫
し

始
め

て

い

た
｡

こ

う
し
て

価
格
は

低

落
し
､

商
人

は
､

貨
幣
を

借
り

て

購
入
し

た

商
品
に

よ
っ

て

二

五
パ

ー

セ

ン

ト

の

損
失

を

蒙
り
､

破

産
が

発
生

し

た

と
い

う
の

で

あ

る
｡

同
じ

よ

う
な

事

態
は
､

マ

ル

セ

イ
ユ

に

つ

い

て

の

み

な

ら

ず
､

一

七
一

五

年
三

月
二

三

日

付
の

ボ

ル

ド

ー

の

地

方

総
監
ク

ゥ

ル

ソ

(

1 2
)

ン

の
､

財
務

絵

監

宛
の

報
告
に

よ
っ

て

も

示
さ

れ

て

い

る
｡

そ

れ

は
､

｢

こ

の

都
市
(

ボ

ル

ド

ー
)

の

取
引

所
が

お

か

れ

て

い

る

不

糊
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幸
な

状
態
+

に

つ

い

て

述
べ
､

｢

貨
幣
が

か

つ

て

な

か

っ

た

以

上

に

稀

少
+

で

あ

り
､

｢

こ

こ

七
､

八

日

以

来
､

五
､

六

件
の

破

産

が

生

じ
､

そ

の

う
ち
に

は

三

〇

万
リ

ー

グ
ル

以

上
の

も
の

が

あ

っ

た
+

こ

と

を

知
ら

せ
､

さ

ら
に

｢

他
の

幾
つ

か

の

破

産
が

続
く

ら

し

い
+

こ

と

を

告
げ
て

い

る
｡

ク

ゥ

ル

ソ

ン

に

よ

れ

ば
､

こ

の

破

産
の

原

因
は
､

一

つ

は
､

過

去
二

年
間
に

す
べ

て

の

貿
易
商
お

よ

び

為
替
取

引

業
者
が

蒙
ら

ざ
る

を

え
な

か
っ

た

貨
幣
名

目

価
値
の

引

下

げ
に

伴
う

損
失
に

由
来
す
る

不

信
に

あ

り
､

こ

の

損
失
を

ま

ぬ

が

れ

る

た

め

に
､

大

量
の

商
品

を

買

占
め

(

物

価

騰

貴
の

原

因
)
､

そ

の

販

路
を

見
出
し

え
な

く

な
っ

た

こ

と

に

あ

る

と

し

て

お

り
､

そ

の

点
マ

ル

セ

イ
ユ

の

場

合
と

同

様
で

あ

る

が
､

暫
く

以

前
か

ら

大
へ

ん

低
い

オ

ラ

ン

ダ

と
の

為
替
相

場
が

著
し

く

高
ま
る

こ

と

を

あ

て

こ

ん

で
､

そ

の

時
点
で

支
払
い

を

行

う

よ

う

処

置
し
､

か

つ

為
替
相

場
の

変
動
に

よ

っ

て

そ

の

分
を

取

戻
す
こ

と

を

考
え

て
､

前

貸
し

金
に

対

し

て

高
い

利
子

を
支

払
っ

た

り
､

よ

り

高
い

価
格
で

商

品
を

受
取
っ

た

り

し

た

が
､

し

か

し

期
待
の

為
替
相

場

の

変
動
は

生

ぜ

ず
､

貿
易

商
は

同

時
に

多
く
の

手

形
と

商
品
と

の

債
務

を

背
負
い

こ

む

結
果
に

な
っ

た

と
い

う
の

で

あ

る
｡

そ

こ

で

か

れ

ら
は

信

用
を

維
持
す
る

た

め
に
､

自
分
の

手

持
の

手

形
に

基

づ

い

て

貨
幣
を

急
ぎ

求

め
､

商
品
を

ど

ん

な

価
格
で

で

も

売
払

お

ぅ

と

し
た

(

価
格
低
落
)

が
､

こ

の

こ

と
が
､

貨
幣
を

貸
付

け
た

榔

人

び

と
に

不

信
を

与

え
､

貨
幣
は

よ

り

稀
少
と

な

り

始
め
､

商
人

に

貸
付

け

ら
れ

た

貨
幣
の

回

収
が

ほ

か

ら
れ

(

破

産
の

発

生
)
､

謹
も

商
人
に

貸
付

け
よ

う
と

は

し

な
い

事
態
と

な
っ

た

と
い

う
の

で

あ

る
｡

｢

最
近
の

二

回
の

貨
幣
名

目

価
値
の

引

下

げ

で
､

八

日

後
に

は
､

こ

の

貨
幣
は

も

は

や

現

わ

れ

ず
､

そ

れ

が

ど

う
な
っ

た

か

分

ら

な
い
｡

+

と
ク

ゥ

ル

ソ

ン

は

述
べ

て

い

る
｡

こ

う

し

て

貨

幣
名

目

価
値
の

引
下

げ
は
､

価
格
騰
貴
か

ら

そ

の

下

落
を

経
て

破

産
の

発

生
､

信
用
の

崩
壊
に

帰
着
し
た
｡

従
っ

て
､

モ

リ

ソ

ン

の

い

う
農

産
物
と

の

価
格
格
差
に

ょ

る

｢

貨
幣
の

稀

少
+

と
い

う

事

態
は
､

一

七
一

五

年
以

降
は
､

非
農

産
物
価
格
の

暴
落
を

伴
う

信

用

恐

慌
に

展
開
し

て

い

っ

た

の

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
な

事
態
は
､

.
マ

ル

セ

イ
ユ

や

ボ

ル

ド

ー

に

み

ら
れ

る

ア

ソ

ク

ソ

〆
ン

･

ヂ
ユ

･

コ

メ

だ

け
で

は

な
い
｡

一

七
一

五

年
五

月
三
一

日

付
の

商

業

監

督

ル

ス

(

1 3
)

官
マ

シ

ョ

ー

の

財
務
総
監

宛
の

信

書
は
､

｢

王

国
の

主

要

な

諸

都

マ

ル

シ

ャ

ン

ネ
ゴ

シ

ア

/

市
の

商
人
お

よ

び

貿
易

商
+

が
､

｢
か

れ

ら
が

背
負
い

こ

ん

だ

す

べ

て

の

外

国
の

商
品
を

販

売

す

る

こ

と
が

で

き

ず
､

ま

た

負
債
を

支
払

う
た

め
に

そ

れ

を

貨
幣
に

換
え

る

こ

と

が

で

き

な
い

こ

と

に

よ
っ

て

び

き
お

こ

さ

れ
､

ま
た

引

続
い

て

生

じ
る

か

も

し
れ

ぬ

頻

発
す
る

破

産
の

た

め

に
､

商
業
が

お

か

れ

て

い

る

悼
ま

し

い

状
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態
+

に

つ

い

て

報

告
し

て

い

る
｡

し

か

し

同

時
に

こ

の

よ

う

な

状

態
が
､

大

貿
易

商
に

の

み

限

定
さ

れ

た

も
の

で

な

か
っ

た
こ

と

も

(

1 4
)

ま

た

注

意
し

て

お

き

た

い
｡

こ

の

よ

う
に

都
市
に

お

い

て

破

産
の

発
生

を

み

た
一

七
一

五

年

の

時
点
で

農
村
は

ど
の

よ

う
な

状
態
に

置
か

れ

て

い

た

の

か

簡
単

に

ふ

れ

て

お

ぅ
た

い
｡

ベ

リ

地

方

総
監
フ

ゥ

レ

･

ド
･

マ

ル

タ

ン

(

1 5
)

ジ

が

財
務
総

監
に

一

七
一

五

年
八

月
八

日

報

告
す
る

と
こ

ろ

で

は
､

一

七

〇
九

年
の

冷

害
に

ょ

る

穀
物

飢

饉
に

基
づ

く

貧
困
と

そ

れ

に

ょ

る

疫
病
の

発
生

と

が

び

き

お

こ

し

た

大

規
模
な

住

民
の

死

亡
は
､

農
村
の

労
働
力

を

稀

少

な

ら
し

め
､

そ

の

影

響
は
一

七
一

五

年
の

時
点
に

も

及
ん

で

い

た
｡

つ

ま

り
こ

の

年
に

は

麦
類
の

豊
作
を

み

た

の

で

あ

る

が
､

収

穫
と

草
刈
り
の

た

め
の

労
働
力
ほ

高
価
で

あ

.

シ

ュ

ル

ナ

ゥ

エ

り
､

日

傭
い

ほ

こ

の

労
働
力

需
要
と

パ

ン

の

廉
価
と

を

利
用
し

て

一

日

に

二

五

ス

ク

ー

以

上

を

稼
ご

う
と

し
､

そ

の

う
え
一

日

の

儲

け
で
一

週

間

分
の

生

計
に

足
り
る

状
態
で

あ
っ

た
の

で
､

労
働
す

る

よ

り
も
一

部
の

時
間
は

な
に

も
し

な
い

で

過
ご

す
こ

と

を

好
ん

だ

と
い

う
｡

｢

麦
猥
が

高
価
で

あ

る

間

は

主

人
に

ほ

暇
が

あ
っ

た

が
､

そ

れ

が

安
い

現

在
ほ
､

自
分
の

暇
を

持
ち
､

チ

ャ

ン

ス

を

利

用
し

た

い
+

と

か

れ

ら

は

横
柄
に

語
る

有
様
で

あ
っ

た

と
い

う
｡

.

ワ

ァ

レ

下

男
も

同

じ
ょ

う
に

振

舞
い
､

普
通
な

ら
ば

か

れ

ら
如

備
わ

れ

る

日

で

あ

る

六

月
二

四

日

の

サ

ン

･

ジ

ャ

ン

の

祭
日

に
､

毎

年
受
取

る

給
与

の

倍
増

を

要
求
し
､

自
パ

ン

の

支

給

を

求
め
､

か

つ

か

れ

ラ

ブ
ル

ー

ル

ら
を

雇
っ

て

い

た

折
半

小

作
人
や

農
民
の

支

払
い

を

保
証
し

て

も

ら

う
た

め

に
､

か

れ

ら
と

の

契
約
に

｢

領
地

の

主

人
+

が

調

印
す

る

こ

と

を

欲
し

た

と
い

う
｡

こ

の

事
態
を

報
告
し

て

い

る

知
事
は
､

そ

れ

を

｢

混

乱
+

と

み

な

し
､

こ

の

｢

混
乱
+

肪

ほ

と

ん

ど

全

般

的
に

な
っ

た
こ

と
､

葡
萄
栽
培

人
の
一

労
働
日

が

三

〇
ス

ク

ー

か

か

る

こ

と

を

報
告
し
､

か

か

る

｢

混

乱
+

に

対

す
る

対

策
を

提
案

し
て

い

る
｡

以
上
の

こ

と
か

ら
､

小

麦
価

格
の

異
常
な

低
廉

化
を

み

た
一

七
一

五

年
の

時
点

は
､

労
働
力

提
供

者
に

と
っ

て

ほ

む
し

ろ

有
利
な

事
態
で

あ
っ

た
こ

と
が

分

る

が
､

同

時
に

そ

れ

ら

労
働

力

を
一

展

用

す
る

農

村
の

経
営
者
に

と
っ

て

は
､

｢

混

乱
+

で

あ

り
､

不

利
な

事
態
で

あ
っ

た

の

で

あ

る
｡

以

上
の

よ

う
に
一

七
一

三

年
か

ら
一

五

年
に

至
る

貨
幣
名

目

価

値
の

引

下

げ

は
､

都
市
の

商

業
や

産
業
切

み

滋

ら

ず
､

農
村
に

も

穀
物
の

廉
価
を

通

じ
て

■
｢

混

乱
+

を

持
込

ん

だ

の

で

あ

り
､

こ

う

し

て

貨
幣
の

名

目

価
値
は

再

び

引
上

げ

ら

れ

な

け
れ

ば

な

ら

な
い
｡

一

七
一

五

年
一

二

月
に

そ

れ

は

実

施
さ

れ

る
｡

た

し

か

に
一

七
一

五

年
の

こ

の

農
村
の

凛
態
ほ

決
し

て

永
続
的

一

.⊥

な

も
の

で

な

く
､

二

年
前
の
一

七
一

三

年
に

ほ
一

七
一

五

年
と

は

指
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対

照

的
な

穀
物

騰
貴
に

よ

る

貧
困
と

い

う

事
態

を

示

し

て

お

り

(

註

(

6
)

を

参
照
さ

れ

た

い
)

､

ま
た

こ

こ

で

は

詳
し

く

立

入

ヽ

ヽ

ヽ

る

こ

と

は

で

き

な

い

が
､

農
村
の

毛

織
物
業
も

概
し

て
一

七
一

五

(

1 6
)

年
以

後
約
一

〇

年
間
に

わ

た
っ

て

衰
退

期
に

入
る

の

で

あ

り
､

ま

た

以

上
に

み

た

よ
ゝ

つ

な
一

七
一

三

年
か

ら
一

五

年
に

か

け
て

の

対

外

貿
易
に

連
な

る

都
市
商
業
び

い

て

は

都
市

産
業
の

困

難
(

破

産

の

発
生
)

ほ
､

こ

れ

ま

た

特

殊
な

信
用
恐

慌
に

よ

る

も
の

で

あ

っ

て
､

少
な

く
と

も
一

八

世

紀
前
半
に

お

け

る

フ

ラ

ン

ス

絶
対

王

政

下
に

都
市

商
業
お

よ

び

産
業
の

衰
退
､

農
村
織
物

業
の

興

隆
を
一

般
的

構
造
的

な

趨

勢
と

し

て

設

定
し
､

さ

ら
に

は

農
村
織
物

業
の

興

隆
に

よ

る

貨
幣
需
要
の

増
大

と

貴
金

属
量
と

の

不

均
衡
に

よ

っ

て

｢

貨
幣
の

稀
少
+

を

説

明

す

る

こ

と

に

は

大
き

な

疑
問
が

残
る

と

言

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な
い
｡

ま
た
一

八

世

紀
前

半
の

価

椿
変
動

に

つ

い

て
､

金

融
･

貨
幣
問
題
の

考
慮
な

し
に

そ

れ

を

穀
物
価
椿

の

推
移
を

基
軸
に

論

ず
る

こ

と

は

片
手

落
ち
で

あ

る

と

同

時
に
､

ま
た

貨
幣
名

目

価
値
の

引
上

げ
あ

る

い

ほ

引

下

げ
に

よ
っ

て

価
格

の

上

昇
･

下

降
を

短

絡

的
に

論
ず
る

こ

と
に

も

周
題
が

残
る

と
い

わ

な

け

れ

ば

な

ら
な

い
｡

(

1
)

こ

の

第
一

図

は
､

ロ
亡

廿
r

か

n
e

酢
P
-

邑
1

巳
巴
-

コ

肖
s

∽

巴.

聖
-

→

-

e
の

m
O

ロ

n
O

y
e
∽
-

○

仁

→

e

P
e

已
○

巨

岩
→

】

e

→

P

宅
○

→
t

e

n

汀
e

-
､

寛
一

習
｡
t

e

ニ
e

乙
｡

｡

え

訂

+

ぎ
写
N

-

平

賀
に

よ

り

作
成

し

た
｡

棚

(

2
)

以

下
一

六

八

九

年
か

ら
一

七
一

八

年
に

至

る

時
期
の

貨

幣
･

信

用

問
題
に

つ

い

て

ほ
､

句
○
サ

b
O

n

n

巴
仏

‥

河
e

c

F
e
r

巳
F

e
∽

e
t

0

0

日
S
-

早
か
･

言
t

-

O

n
∽

ひ

仁

→

-

e
∽

か

n

甲
ロ

O
e

仏

中
0

句

旨
n
n

♪
n

訂
廿

E
仏

-

打
n

ロ
か

e

-

治
山

首
β
仁
〉

㌢

-
､

巴
-

日

計
◆

-

記
-
-

捗
p

巴
e
､

-

記
00
.

→
○

巨
e

I
H
.

を

参

照
し

た
｡

(

3
)

こ

の

第
二

図

は
､

冒
-

り

払

計
S

巳
旦
丁
】

臣
喜
‥

O
p
･

｡

芦

七
p
･

-

冒
⊥
諾
r

に

よ

り

作
成
し

た
｡

(

4
)

一

七

〇

七

年
四

月
二

七

日
､

ニ

ー

ム

の

司

教
が

財
務
怠

監

デ
マ

レ

に

宛
て

て

書
い

た

信
書
は
､

流
通

債
券
の

地

方
へ

の

波

及

が

与

え

た

衝

撃
を
よ

く

伝
え

て

い

る
｡

｢

と
の

商
人
も
､

こ

の

地

方
へ

の

流

通

債

券
の

導
入

に

つ

い

て

流
さ

れ
て

い

る

噂
で

お

ど

ろ
い

て

い

る
｡

か

れ

ら

と

同

様

私

も

ま

た
お

ど

ろ
い

て

い

る

こ

と

を

白

状

す
る
｡

こ

の

制

度
の

遺
憾

な

結

果
を

見

越
し

て

い

る

か

ら

で

あ
る
｡

そ

れ

に

よ

っ

て
､

こ

の

都

市
を

存

続
さ

せ

て

い

る

商
業
は

完
全
に

破

滅
さ

せ

ら

れ

る
｡

自

分
の

家

族
を

養
う
こ

と

も
､

租

税

を

支

払

う
こ

と

も

で

き

な
い

一

万

人
を

こ

す

労
働
者

た

ち

は
′､

現

金

を

支

払
わ

れ

な

け

れ

ほ
､

乞

食
の

境

遇
に
､

貧
窮
に

陥

る

で

あ

ろ

う
｡

ニ

ー

ム

の
､

ラ

シ

ャ

･

絹
･

靴
下
の

程
々

の

製

造

業
は
､

す
べ

て

現

金

払
い

に

よ
っ

て

の

み

維
持
で

き

る

種
顆
の

も
の

で

あ
る
｡

と

い

う
の

は

労
働
者
が

大

勢
だ

か

ら
で

あ

り
､

地
え

ず
一

反
ご

と

に

買
っ

た

り

売
っ

た

り

す
る

必

琴

が

あ

る

か

ら
で

あ

り
､

こ

の

種
の

商

品
は
､

大

部

分

が

外
人

向
け

な

の

で
､

か

れ

ら

外

人
に

よ

っ

て

与

え

ら

れ

る

為

替

手

形
は
､

速

か

に

現

金
で

支

払
わ

れ

な

け

れ

ば

殆
ん

ど

役
に

立

た
ぬ

で

あ

ろ

う

か

ら
で
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一
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あ
る
｡

…
‥
･

債

権

者

は

す
べ

て

自

分
の

貨
幣
を

商

人
の

手
か

ら
回

収

し
ょ

う
と

し

て

い

る
+

｡

串
h

由
→

合

監

計

.
S
∋

ぶ
P

ま

9
さ
叶

→

㌣

訂

宅

急

乱
言
｢

む
¶

ゝ

弓
已

-

召
㍗

C
O

ヨ
e
∽

p
O

ロ

d

巴
-

O

e

計
∽

C
O

n
t

t

基
-

e

≡
+

∽

笥
n
e

H

中
ロ

的

中
①

m

翌
日
p

ロ
O

e
∽
､

P
d

d
O

-

e

払

-

n
t

e

n

d

牢
ロ
t

∽

計
仏

宅
0

5 .
n
O

e
∽
､

p
{

旨
･

召
1

㌢

芦

計
出
○
-

s
-
-

s
-

e
】

叫
声

ユ
P

-

諾
い
･

→
○

ヨ
e

H

H
.

p
.

い

心

由
.

(

5
)

恵
ヨ
Q
札

記

乱
缶

竜
卜

b
Q

わ
→

ぎ

邑
Q

P

ま

哲
軋

】

訣

ゝ

邑
叶

一

言
屯
･

C
O

→

記
名
O

n

計
r

n
O
e

(

訂
s

C
O

n
t

あ
ー

e

已
+

¢

g
e

ロ

e
r

P

仁

H

2
U

∽

か

n
P
n
O

e
S
}

七
P
→

A
.

已
一

打
①

申
U
-

鞋
r

巴
e
.

p
P

ユ
∽
.

-

∞

ミ
.

→
○

ヨ
e

H

H
l
･

p
･

苦
い
･

(

6
)

一

七
一

三

年

に

お

け

る

穀
物
の

欠
乏

と

騰
貴
に

つ

い

て

は
､

幾

多
の

資
料

が

確

認

し

て

い

る
｡

例
え

ば

ア

ン

ジ
ュ

在
住

の

フ

ラ

ン

･

デ
ユ

･

ト

ラ

ン

プ

レ

ー

は
､

財
務

捻

監
に

宛
て

て

次
の

よ

う
に

報

告
し

て

い

る
｡

｢

こ

の

地

方

は

麦
類
の

欠
乏

に

よ

っ

て

お

そ

る

ぺ

き

貧
し

さ

に

あ

る
｡

農
村
の

人
び

と
の

半

分
は
パ

ン

が

な
い

｡

す
で

に

大

勢
の

人

び

と

が

餓
死

し

た
｡

幾
人
か

の

貴
族
は
､

麦
が

な
い

の

で

助

け

る

こ

と

が

で

き

な
い

大

勢
の

貧
し

い

人

び

と

に

つ

き

ま

と

わ

れ

た

の

で
､

自

分
の

う

ち

を

去
っ

た
｡

良
い

収

穫
の

希
望
は

持
て

な

い

｡

加
え

て
､

こ

れ

ま
で

い

く

ら
か

わ

れ

わ

れ

の

苦
痛

を

や

わ

ら

げ

て

い

た

家

革
の

価
格
は
､

牧

草
が

な
い

た

め

か
､

■
そ

れ

が

ア

イ
ル

ラ

ン

ド

か

ら

来

る

と
い

う

噂

が

こ

こ

で

広
ま
っ

た

た

め

大
へ

ん

低

下

し

た
｡

こ

れ

が

こ

れ

ら
の

地

方
の

破

滅
を

完

全
な

も

の

に

す

る

で

あ

ろ

う
｡

+

ト
恥

已

昌
1

勺
言
訂

恥

g

ヨ
･

Q

ヨ
監
P

ぎ

恥

ゝ
当

馬
等
屯
､

P
2

q

3
･

耳
b

訂
賀
｢

思
→

を
ー

已
-

忘

き
軋

h

コ
払
.

C
O

∃
e
∽

勺
0

日

p
p

n
O

e

か

監

C
O

ロ
･

t

→

望
e

喜
払

惣
じ

臼
e

冒
仁
粥

(

訂
∽

抄

口

巴
岩
e

∽
}

→
O

m
e

-

H
H
.

p
.

怠
P

し

か

し
一

七
一

三

年
か

ら
一

四

年
に

か

け

て

の

麦

類
の

欠

乏
と

騰

貴
を
､

一

七

〇

九

年
の

場
合
の

よ

う
に

自

然

的

災
害

(

冷

害
)

を

主

要
原

因

と

す

る

も
の

と

考
え

る

こ

と

は

で

き

な
い

｡

と
い

う
の

は
､

麦
類
の

欠

乏

は
一

七

〇

九

年
の

よ

う
に

全

般

的

で

か

つ

深

刻
で

あ
っ

た

わ

け

で

は

な

く

一
例
え

ば
一

七
一

三

年
に

ト

ウ

ー

ル

ー

ズ

で

高
等

法

院

チ

ー
フ

の

メ

ン

バ

ー

の

従

僕
を

主

謀

者
と

す

る

暴

動
が

発
生

し
た

が
､

ラ

ン

グ

ド
ッ

ク

地

方

絵

監
バ

グ
ィ

ル

は

そ

の

原

因

は

食

塩
の

欠

乏
に

あ

る

の

で

は

な
い

こ

と
を

財
務

総
監
に

報

告
し
､

ト

ク

ー

ル

ー

ズ

は
､

ポ

ル

F
-

で

必

要

な

麦

類
を

す
べ

て

購
入

す

る

た

め
の

基

金
を

持
っ

て

お

り
､

従
っ

て

ト

ウ

ー

ル

ー

ズ

で

の

パ

ン

の

価
格

は
ニ

ス

ク

ー

六
ド

ニ

エ

に

す

ぎ

な
い

事

実
を

知
ら
せ

て

い

る
｡

(
l

革

計

也

§
邑
♪

訂
･

訂

已
S
叶

3

ト

S
胃
乱
篭
}

串
ざ

9
さ
叶

1

岳

昌
1

q
恥

已
言
㌣

h

り
ー

巴

監

わ
屯

㍉
已
芦

h

r
h

や

C
O

∃
e

名
ロ

n

p
P

β
0

0

…

…
､

→
○

ヨ
e

H
H

H
●

p
･

怠
ハ

エ

-
ま

た
､

一

七
一

三

年
か

ら
一

四

年
に

か

け

て

の

物

価

騰

貴
は
､

穀
物
の

み

な

ら

ず
､

羊

毛
､

肉
､

臨
な
ど

あ

ら

ゆ

る

商

品
に

及

ん

で

い

る

か

ら

で

あ

る
｡

例
え

ば
ラ

ン

グ

ド
γ

ク

地

方

稔

監
バ

グ
ィ

ル

の

一

七
一

四

年
三

月
三

〇

日

付
の

財
務

捻

監

宛

信

者

は
､

｢

ず
っ

と

前

か

ら
こ

の

州
の

製
造

業

着
た

ち
は
､

地

方
の

羊
毛

が

不

足

し
+

､

｢

羊

毛
の

高
価
が

過

度
に

な

り
､

製
造

業
の

将

来
を

心

配

さ

せ

る
+

事

態

に

あ

る

こ

と

を

指
摘
し
て

い

る

し

(

串

良
Q

由

§
已

訂
､

れ

邑
b
→

邑

S
へ

昌

ト

§
胃
乱
O
Q
､

申
ざ

q

3
叶

→

払

訂

弓

息
軋
言
h
･

篭

旨
訂
P

l
h

こ
｢

一

札
･

〇
p
･

C

F

や

い

N

l ▲

こ
､

一

七
一

四

年
六

月
二

六

日

に

は

ポ

ル

F
-

の

タ

ゥ

ル

ソ

ン

は
､

内
の

不

足
と

高
価
に

つ

い

て

語
り
､

同

じ

頃
ブ

ル

タ

ー

ニ

ュ

の

地

方

総

監
フ

エ

ラ

ン

も

施
そ

の

他

す
べ

て

の

商

品
の

高

価
に

7 4 3
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っ

い

て

述
べ

て

い

る

が
､

ク

ゥ

ル

ソ

ン

は
､

｢

諸

商

品

の

高

価
は
､

全

王

国
に

ひ

ろ

ま
っ

て

い

る

伝

染
病
で

あ

り
､

そ

れ
を

避

け
る

こ

と

は

で

き

な
い

+

と
さ

え

述
べ

て

い

る
｡

(

韓

計

9
弓
旨
声
､

叫

溝
昌
7

計
さ

恥

哲
己
昌
ざ
態
､

喜
ト

q

3
叶

込
買
→

息
乳
岩
｢

ね
q

㍉

已
さ

h

ご
恥
.

〇

や

0

芦

や

竺
N

∴

韓

b

す
言
→

阜
軋

邑
Q
→

邑
b

き
叶

冨
b
寸

監

竜
莞
㌔

申
さ

q
Q

邑

邑
Q

§

乳
乳

邑
･

ト
～

b
臥

監
ヨ
耳
Q

】

3
心
.

〇

p
.

(

き
.

p
.

設

ご

穀
物

価

格
の

.
騰
貴
は
､

非
農
産

物
の

需

要

を

減

退

さ

せ
､

そ
の

価

格

を

低

下

さ

せ

る

筈
で

あ

る

が
､

現

実
は

そ

う

は

な
っ

て

い

な
い

｡

こ

れ

ら
の

物

質
欠

乏
と

価

格

騰
貴
は
､

貨

幣

信
用

問
題
を

契
横
と

す

る

商

品
の

買
占
め

に

そ

の

主

要

原

因

が

あ
る

と

考
え

る

ぺ

き

で

あ

る
｡

事

実
こ

の

買
占
め

を
に

つ

い

て

報
告
し

て

い

る

史
料
も

少

く

な
い

｡

例
え

ば

リ

モ

ー

ジ
J

の

地

方

稔
監
ブ

ゥ

シ

エ

･

ド
ル

セ

ー

は
､

一

七

一

四

年
九

片
二

〇

日
の

報

告
で
､

一

七
一

三

年
に

商
人
が

穀

物
の

買

占
め

を

行
っ

た
こ

と

を

報

告
し
て

い

る
｡

(

韓
+

ぎ
g
訂
1

乱
-

Q
l

h

暑
-

訂
訂

已
§
叶

恥

卜
札

ヨ
Q

笥
h
､

串
ざ

9
邑
→

訟
b

弓

息
声
へ

邑
.

わ
Q

哲
思
内

ヨ
r

ひ

1
向

-

3
札
･

〇

や
(

き
一

宇

設
小

)

(

7
)

こ

の

第
三

国
は
､

声
e

ロ
か

せ
p
e

F

詔
-

‥

P
ロ
e

O

3
-

沃
野
ロ
O

e
‥

-

P

封
p

∽

莞
7

守
○

吉
日
O

e

2

邑
(

か

ロ

d

仁

如
く
H
｡

s

㌫
c
-

?
-

記
り

Y

吋
P

ユ
∽
.

-

芸
-
･

p
･

詮
N

に

よ
り

作

成
し

た
｡

(

8
)

一

七

〇

八

年
四

月
一

二

日

一■ア
ン

グ

ド

ッ

ク

地

方

捻

監
バ

グ
ィ

ル

マ

ニ

ュ

7

ア

ク

チ
ユ

は
､

財

務

絵

監
に

宛
て

て

次
の

よ

う

に

報

告

し
て
■
い

る
｡

｢

製

造

-

ル業
は

衰

退
に

瀕

し
て

い

る
｡

四

〇

年

来

完
成
さ

れ
､

非
常
に

見

事
に

な
っ

た
レ

プ
ア

ン

ト

〔

向

け
〕

の

ラ

シ

ャ

の

製

造

業
は
､

一

年
以

上

も

前
か

ら

航
海
の

中
断

に

よ

っ

て

多
く
の

■
リ

ス

ク

を

蒙
っ

て

い

る
｡

こ

う

し
て

商

品
は

た

ま

り
､

販

売
は

行

わ

れ

な
い

の

で
､

そ

れ

ら

を

4 4
ワ

/

維
持
す
る

こ

と

は

不

可

能
で

あ

る
｡

…

…

他
の

製

造

業
に

つ

い

て

い

ぇ
ば
､

羊
毛
心

安
値

で

あ

る

が
､

そ

れ

は
､

そ
れ

ら
の

製

造

業
が

日

々

に

衰

退

し
て

い

る

印

で

あ

る
｡

+

串
良
b

b

き
軋

ど
ー

ぎ
訂
ざ
札

S
叶

3

ト

§
q

慧
丸
Q

Q
-

P
g

〔
♂

き
号
恥

訂

∈
-

乳
乱
言
｢

h

む

ゝ

弓
巳

一

言
伽
.

C
O
→

岩
?

p
O

日

中
P

n
O

e

n

訂
∽

0

0

ま
り

望
e

弓
∽

叩
e

ロ
e

→

巴
-

M

d
e
∽

ヨ
ロ

甲

n
O

e
.

→
○

ヨ
e

H

H

H
.

や

ー

P

(

9
)

買
か

m
｡

ご
d

㌢

∽
.

㌢
■
戸
p
O

琵

琶

名
誉
e

ュ
e

β

当
会

弓
呂
什

-

ビ
1

賀
t

品
0■
d
e

叶

○

宏
-

e
∽

り

且
e
t

仏
)

t

呂

:
e
仏

岩
n
t

e

芸
已

岩
n
t

∽

弓
-
､

F
か

邑
年
0

5 .

〓
e

d
e

り
p

3 .
払

e
t

監
∽
-

的

n
か

e
∽

岩
→

計
ニ
e

ワ

ヨ
e

り

空
ト

e

t

O

已
2

ュ
e
り

≠

F
P

巳
e

り

官
息
e
的

d

琵
p

已
-

e

8
E
+

∽

へ

F

計
岩
-

e

l

サ
2

笥
2

㌦
巴

話

芸
ま
岩

:
e

河
O

y

計
日
仏

払

○

ロ

d
O

ヨ
巴
ロ
e
､

蒜
m

訂
2
1

給
1

-

e
∽

E
-

-

e
t

∽

年

望
巴
∽
､

巴

邑
n

g
→

t

O

ま
e
仏

-

e
∽

-

ヨ
匂
○

賢
6

.

臼
∽

O
n
か

3
宏
e
∽

呂
勺
e

壱
-

2
､

か
t

2
-

n

d

詔
-

2
川

ニ
ヨ
勺

0
-

∽
､

h

巴
3
0
-

3
已
e

:
､

P

蒜
◎

阜
d

O
臼

n
2

り

計
仏

語
包
∽

○

弓
O

e

∽

p
O

喜
-

P

g

仁
e

り

3
-

払

P

ロ
∽

β

戸
､

0

ロ

∽

○
-

t

甘
日
巴
∽

O

E
-

的
か

d
､

P

召
旨
り

e
0

0

日

ロ

宏

p

仁

M

七

d
)
1

g

d
e

㌻

払

ロ

㌍
ロ

O
e
-

e

ロ

a
m

F
小

岩
什

○

已
e

払

-

e
s

p

托

巴
→

e
∽

e

ゴ

≦
-

2
-

空
ト
一

日
e

f

O
り

2
2

旨

d
O

-

､

畠

2
官
t

-

○

ロ

血

七
e

p
O

弓
仁
ロ
e

官
記
O

n

n
2
)

e
t

e

邑
n

諾
･

邑
り

e

e

n

p
2

日
-

2

∽

t

e

ヨ
勺
払

出

巨
∽

巴
]

F

O
-

-

e

仏

名
､

-
-

∽

の

聖

F
訂

已

呂
2 .

2

日

ロ
2

m
2

昇
-

ロ
N
.

(

∽
.

P
)

甘
-

況
▲

N
-

中
一

(

1 0
)

韓

出

塁

阜
七
1

㌢
訟

丸

琵

き

弓
Q

ぎ
邑
吐

息

卜

害
さ
ー

き
〔
ミ
T

へ

邑
2
､

乳
乳

邑
･

如

き
e

治

卓
ひ

1
恥

-

ご
山
一

C
O

r

冨
p
O

已
P

己
e

∴

:

○

や
○
-

t
.

竺
山
.

ー

一
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( 5 3 ) 一 八 世 紀初頭の フ ラ ン ス 社 会 の 危 機と そ の 対 策 ( 2)

(

n
)

韓

卜

各

邑
}

軋

→

邑
3

計
邑

冨

守
害
"

g
b

､

P

ざ

9
邑

邑
旨
→

乳

乱
言
～
.

(

b
､

』

旨
)

一

心

短
打
叫

h

コ
u
.

C
O

r

【

2
∽

p
O

n

計
ロ
C

e

‥

‥

‥
･

〇

や

〔
-

t
.

勺
p
.

諾
∵
h

00

∞
.

(

1 2
)

声
丸
Q

q
Q

弓

葺

こ
邑
3

計
邑
恥

哲
己
昌

ミ
ー

㌢
q

3

ミ
訂

§

思

軋
岩
㌣

わ
む

旨
訂
記
-

コ
P

C
O

ヨ
e
∽

p
O

β

p
P

萱
U

e

…

…
･

〇

p

O
-

｢

や

い
00

N
.

(

1 3
)

韓
軋
Q

き
Q

訂

邑
-

軋

邑
3
丸

§
叶

ぎ

冨
ヨ
ヨ
笥
Q

♪

喜
一

q

3
†

鼓
さ
→

思
さ
恥

⊇
㌣

(

旨
訂
→

邑

§
Q
内

乱
払

お
買
訂
,

)

ヒ

短
打

こ
コ
b
･

C
?

∃
e

∽

p
O

n

年
p

n
O

e

…

…
.

〇

や
O

F

誌
P

(

1 4
)

モ

ン

ト

ー

パ

ン

の

地

方

総

監
ロ

ー

ジ

ョ

ワ
･

ダ
ン

ベ

ル

ク

ー

ル

は
一

七
一

五

年
八

月
一

八

日

付
の

財
務

総

監

宛
の

報

告
で
､

+

七
一

四

年
二

月
以

来
､

モ

ン

ト

ー

バ

ン

の

大

商
人

は
､

エ

ス

パ

エ

ア

に

お

け

る

オ

ラ

ン

ダ

人

や

イ

ギ

リ

ス

人

と
の

香

為
相

場
の

差
違
に

基
づ

く

損

失

か

ら
い

か

な

る

企
て

を

も

行

わ
ぬ

事

態
に

あ

る

が
､

そ

の

間

隙

を

ぬ

っ

て

小

商
人

が

力

量
以

上

に

商
業
と

借

入
れ

を

行
っ

た

た

め
､

破

産
に

陥
っ

た
こ

と

を

知
ら

せ

て

い

る
｡

な
お

当
地

の

貿
易

商
が
､

商
業
の

衰

退
を

防
ぐ
た

め

に
､

貨
幣

名

目

価

値
の

引
上

げ

を

要
求

し

て

い

る

こ

と

も

伝
え

て

い

る

が
､

こ

の

要
求

は
一

七
一

五

年
一

二

月

に

実
現

さ

れ

た
｡

韓

ト

き
笥
Q

計

乱
､

き
∋
訂

言
Q

§
叶

-

軋

邑
…
計
邑

恥

昏
邑
P

已
§
､

申
ざ

9
邑
い
邑
買
ヽ

思
さ

キ
已
⊥
払

ゝ

邑
:
ご
ひ
･

C
O

∃
魚
丁

勺
○
】

乙
P

冒
U

e

…

…
◆

0

9

0

声

や

諾
叫
･

(

1 5
)

韓

き
已
取

乱
缶

恕
打

ミ

§
q

首
札

邑
3
計
已

3

b
"

∃
ぎ

旨
q

3
･

叶

己
訂
買
1

思
さ

今
已
.

払

ゝ

邑
叶

-

コ
払
.

C
O

→

3
∽

p
O

ゴ

さ
P

ロ
O

e

…
‥
･

〇

ワ

C
-

t
.

や

ぃ

宗
一

(

1 6
)

こ

の

点
に

関
し

て

は

次
の

興

味

あ
る

研

究
を

参
照

さ

れ

た
い

｡

､

-
ノ

旨

昌
-

旨

J
t

呂
P

旨
0

5 .

t

C

F

P
､

ど
〔

F
仏

キ
ー

e

-

巳

已
㌣
e

㌢

-

p

幹
ロ

(

F

り

訂
n
e

(

訂

P
O

已
∽

舛
l

く

e
什

s

O

宏
-

p

河
か

叫
e

n
C

e
･

(

出
c

O

ロ

?

m
訂
∽

e
t

∽
0
0
-

か
t

か
∽
.

C
P

E
e

り
∽

n
e

P
､

1
.

∽
.

ロ
L

F

→
○

ヨ
e

H

H
.

ヨ
｡

∞
-

A
O

ぎ
ー

漂
∞

)

二

以
上
モ

リ

ソ

ン

の

商
業
衰
退
の

原
因
論
を

手
が

か

り

と

し

て
､

当

時
の

危
機
の

様
相

を

特
に
一

七
一

三

年
か

ら
一

五

年
に

至

る

時

点
に

お

い

て

探
っ

て

み

た

わ

け

で

あ

る

が
､

本

誌
四

月

号
の

拙

論

で
､

一

七
一

五

年
の

段
階
で

同

時
代
人

が

国
家

財
政

危
機
に

対

し

て
､

H
金

融
業
者
･

投
機
業
者
に

対

す
る

直
接
的
な

行

政

処

置
､

日
収

税
請
負
人

制

度
の

改

革
､

肖
国

家

債
務
の

部

分

的

破

産
政

策
､

⇔
新
旧

債
券
交
換
方

式
に

ょ

る

間
接
的
破

産
政

策
､

帥
新
旧

債
券

交
換
方

式
に

よ

る

破

産
政

策
回

避
の

信
用
お

よ

び

商

業
再

建
案
が

提
案
さ

れ

て

い

た

こ

と

を

み

た
｡

こ

の

う

ち

第
四
の

提
案
を

行
っ

た
モ

リ

ソ

ン

の

流
通

債
券
の

既

存
量
の

八

倍
の

新
規
通

用
の

提
案

は
､

一

七

二
二

年
か

ら
一

五

年
に

至
る

貨
幣
名

目
価

値
の

引

下

げ

の

結
果
で

あ

る

デ

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

に

対

す
る

イ

ン

フ

レ

政

策
で

あ

5

っ

た

わ

け
で

あ

る

が
､

そ

れ

が
一

八

世

紀
初
頭
の

信
用
の

崩
壊
に

指
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無

視
で

き

な
い

要
因
と
し

て

作
用
し

た

流
通

債
券

を

解

決
の

鍵
と

し

て

い

る

こ

と

に

欠

陥
の

あ

る

こ

と

を

み

た
｡

そ

こ

で

信
用

再

建

の

た

め

に

次
に

考
案
さ

れ

る

の

が
､

フ

ラ

ン

ス

に

あ
っ

て

は

未

存

の

銀
行
の

設

立

案
と

な

る

の

は

当

然
で

あ

ろ

う
｡

一

八

世

紀
初

頭
の

フ

ラ

ン

ス

の

銀

行

設
立

案
の

多
く

は
､

国

家

債
務

証

書
､

な

か

で

も

相

場
の

下

落
し

た

流
通

債
券
の

回

収
を

主

要
目

的
と

し

て

い

た
の

で

あ
っ

て
､

そ

の

点

商
業
上
の

便
宜
か

ら

設

立
さ

れ

た

諸

外
国
の

銀

行
の

設

立

事
情
と

は

趣
き
が

異
な
っ

て

い

た

が
､

問
題
の

手

稿
集
に

は

そ

の

他

に
､

直

接
に

｢

貨

幣
の

稀

少
+

の

解

決
を

志

向

す
る

も

の
､

国
家

債
務
の

返

済
を

主

要
課

題
と

す
る

も

の
､

商
業
の

再
建
を

直
接
目

指
す

も
の

が

あ

る
｡

流
通

債
券
の

回

収

を

主

要
目

的
と

す

る

銀

行

実
は
､

第
一

五

論

へ

l
)

稿
に

ょ

り

提
案
さ

れ

て

い

る

が
､

そ

れ

は
､

当

時
の

著
名
な

金

融

(

2
)

業
者
S
･

ベ

ル

ナ

ー

ル

の

案
に

似
て
､

あ

ら
ゆ

る

徴
税
に

も
か

か

わ

ら

ず
､

経
常
費
も
い

わ

ん

や

債
務
と

そ

の

利
子

も

支

払
い

え

な

い

国

家

財
政

状

態
の

も

と
に

お

い

て
､

破

産
と

流
通

阻
害
の

原
因

と

み

な
さ

れ

て

い

る

八

〇
パ

ー

セ

ン

ト

の

相

場
下

落
を

蒙
っ

て

い

る

流
通

債
券
を
､

そ

の

所

持
人
の

損
失
を

最
小

限
に

と

ど

め

な
が

ら

回

収
し
､

代

り

に

允

換
銀

行

券
を

発

行
し
､

国
家

債
務

を

銀

行

券
で

肩

代
り

し

よ

う

と

す
る

の

で

あ

る
｡

こ

の

実
は
､

ベ

ル

ナ

ー

ル

の

案
が

銀

行
の

允
換
準

備

金

を

設
け

る

た

め

に

金

融
業
者
の

借

榔

款
団
に

た

よ

り
､

国

庫
か

ら
の

独

立
を

意
図
し

た

の

に

反
し

て
､

年
に

四

〇

〇
万
フ

ラ

ン

の

国

庫
か

ら
の

債
務

返

済
金
の

流
用
を

求

め

て

い

る

点

で
､

ベ

ル

ナ

ー

ル

案
以
上
に

国

庫
へ

の

依
存
は

強
く
､

国

債
の

相
場

下

落
が
､

銀
行
券
に

乗
移
る

危
険
を

含
ん

で

い

る
｡

し

か

し
ベ

ル

ナ

ー

ル

案
と

同

様
､

そ

れ

が
､

当

時
国

庫
に

寄
生

し
､

著
し
い

相

場
下

落
を

蒙
っ

て

い

た

多
く
の

流
通

債
券
を

背
負
い

込

ん

で

い

た

金

融
業

者
の

利
益
に

合
致

す
る

も
の

で

あ

る

こ

と

は

明

ら

か

で

あ

る
｡

こ

れ

に

対
し

て

銀
行

設
立

案
の

も

う
一

つ

の

塑

と

し

て
､

｢

貨

(

3
)

幣
の

稀

少
+

の

解

消
を

直
接
目

指
す

提
案
(

第
一

九

論
稿
)

が

あ

る
｡

こ

の

論
崩
は

｢

貨

幣
の

稀
少
+

の

原

因
を
､

第
一

に
､

貨
幣

市
易
に

三

〇
パ

ー

セ

ン

ト

の

空

隙
を

ひ

き

お

こ

し

た

と

評
価
さ

れ

る

貨
幣
の

名
目

価
値
の

引
下

げ
と
､

第
二

に
､

破

産
の

懸

念
に

よ

る

外

国
人
の

貨
幣
の

回

収
と

に

み

て

お

り
､

従
っ

て

｢

貨
幣
の

稀

少
+

と

は

文

字

通

り

｢

貨
幣
の

欠

乏
+

を

意
味
す
る

わ

け

で

あ

る

が
､

そ

れ

へ

の

対

策
と

し

て
､

第
一

に

考
え

ら
れ

る

の

は
､

貨
幣

名
目

価

値
の

引

上

げ
で

あ

る

が
､

諮
問

会

議
に

よ

り

そ

れ

が

退

け

ら

れ

て

い

た

時
点
で
､

こ

の

論

者
は
､

新
王

窒

証

券
と

と

も

に

銀

行

券
二

億
五

〇

〇

〇
万

リ

ー

グ
ル

の

発
行

を

提
案
す

る

の

で

あ

る
｡

､

.
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こ

の

提
案
は
､

さ

き
の

提
案
が

ベ

ル

ナ

ー

ル

の

案
に

連
な

る

も
の

(

4
)

と

す

れ

ば
､

む

し

ろ
ロ

ー

の

銀

行

案
に

通

ず
る

も
の

で

あ

る
｡

と
こ

ろ
で
､

不

動
産
の

価

格
と

そ

の

収
入

と

を

ふ

や

す
こ

と
､

貨
幣
の

利
子
を

低
め

る

こ

と
､

債
務

返

済

手

段
を

す
べ

て

の

債
務

者
に

提
供

す
る

こ

と
､

こ

う
し

た

効
果

を

期

待
し

っ

つ
､

明

白
に

貴
族
と

納
税
者
に

有
利
な

対

策
と

し
て

銀

行
の

設
立
､

銀

行

券
の

(

5
)

発
行
を

提

唱
し

て

い

る

も

の

が

あ

る
｡

そ

れ

は

第
三

四

論
稿
で

あ

っ

て
､

債
務
の

返

済
と

｢

国

家
の

な
か

で

苦
し

ん

で

い

る

あ

ら
ゆ

る

部
分
の

完
全

な

再

建
+

と

を

｢

貨
幣
に

関
す
る

た

だ
一

つ

の

オ

ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

+

で

果

す
こ

と

を

ね

ら

う
も

の

で

あ

る

が
､

こ

の

論
者
は
､

財
産
に

関
す
る
一

般
考

察
で

そ

の

提
案
を

基

礎
づ

け

よ

う

と

し
て

い

る
｡

つ

ま

り

こ

の

論
者
に

よ

れ

ば

財
に

は

次
の

三

種
類
が

あ

る
｡

糾

生

活
の

維
持
と

便
宜
と
に

必

要
な

土

地
の

産
物

-
そ

れ

は

常
に

比

較
価

値

畠
-

e

焉

計
s

｡

害
P

思
邑
容
n
払

を
も

ち
､

そ

の

変
動

に

服
す

-
た

る

現

実

的

な

財

E

昌
研

づ

訂
-

s
､

榊
年
金

債

契

約
･

債
券
･

手

形
･

為
替

1
こ

れ

ら

は

内

在
的
価
値
を

も

た

ず

相
対

的

価

値
し
か

も
た

な

い

ー
か

ら

な

る

｢

虚

偽

的
な

財
+

茫
e

ロ
∽

哲
t

旨
､

川
金

貨
･

銀

貨
-
-
そ

れ

ら
は

内

在

的
価

値
と

評

価
価

値

忌
-

e

弓

邑
す
か

e

と

を

同

時
に

も

つ

-
か

ら

な

る

｢

混

合

財
+

E

昌
∽

邑
已
e
仏

の

三

種
頬
で

あ

り
､

か

つ

こ

れ

ら
の

財
の

総
体
ほ
､

不

動
産
と

動
産
と

に

分
か

れ

る

が
､

不

動
産

に

入
る

も
の

と

し
て
､

土

地
の

他
に

官
職
と

年
金
と

が

あ

げ

ら
れ
､

動
産
に

は
､

上

記
の

｢

混

合

財
+

の

他
に

｢

虚
偽
的

な

財
+

の
一

部

-
手

形
と

為
替

-
と

｢

現

実
的
な

財
+

の

産
物

と

し
て

の

生

産
物
お

よ

び

商
品
が

属
す
る
｡

こ

れ

ら

動
産
が

流
通

を

形
成

す

る

が
､

不

動
産
の

第
一

種
た

る

土

地
が

国

家
の

基

本

的
な

基

盤
を

な

し
､

財
の

総
量
は
､

そ

れ

と

の

関
連
で

諸

外

国
と

比

較
さ

る

ぺ

き
で

あ

る

と

す
る
｡

こ

の

見
地

か

ら
､

鉱
山
し

か

存
在
し

な
い

エ

ス

パ

ニ

ア
､

僅
か

の

｢

現
実

的
な

財
+

を

以
っ

て

商
業
の

優
位
を

保
ち
､

か

つ

過

去
二

五

年
間
の

戦
争
中
に

契
約
し
た

｢

虚
偽
的

な

財
+

(

信
用
)

を

維
持
し
て

い

る

イ

ギ

リ

ス

と

オ

ラ

ン

ダ
､

こ

れ

に

此

し

て

フ

ラ

ン

■ス
は
､

｢

現

実
的
な

財
+

は

豊

富
で

あ

り

な

が

ら
､

す
べ

て

の

｢

虚
偽
的
な

財
+

を

破

壊
し

た

国
と

し
て

特
徴
づ

け

ら
れ
､

か

か

る

観
点
か

ら
し

て

こ

の

論
者

は
､

｢

虚
偽
的
な

財
+

の

再

建
が
､

フ

ラ

ン

ス

を
か

つ

て

な

か
っ

た

興

隆
に

導

き
､

他
の

三

国
に

対

す
る

フ

ラ

ン

ス

の

優
位
を

復
活
せ

し

め

る

と

考
え
る

の

で

あ

る
｡

と

こ

ろ
で

相
対

的
な

価
値

し

か

持
た

な
い

｢

虚
偽
的

な

財
+

で

7

あ

る

国

家

債
務
は
､

｢

虚
偽
的
な

財
+

(

信
用
)

の

再

建
に

よ
っ

て

指
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の

み

決
済

可

能
■
で

あ

る

と

し
､

強
制
と

任

意
と
の

二

種
類
あ

る

債

権
･

債
務

関

係
の

う

ち
､

当

時
の

フ

ラ

ン

ス

の

そ

れ

は

す
ぺ

て

強

制
で

あ

り
､

そ

こ

に

信
用

崩
壊
の

原

因
が

あ

る

と

み

な

し
､

強
制

的

債
権
･

債
務

関

係
つ

ま

り

国
家

債
務
と

国
債
の

強
制
通

用
と

を

返

済
･

排
除

す
る

と

き
､

｢

臣

民
+

相
互
の

債

権
･

債
務

関

係

も

決

済
さ

れ
､

自
由
に

し

て

任

意
な

信

用

関
係
が

生

ず
る

と

す
る

の

で

あ

る
｡

以

上
の

見
地

か

ら
こ

の

論
者

は
､

銀

行

券
か
0

宏

d
e

出
甲
ロ
.

丘

七
2

を

通
用
さ

す
こ

と
に

よ
っ

て

証

書
類
の

強

制

通

用

を

排

除

し
､

か

つ

貨
幣
の

｢

評

価
価
値
+

(

名
目

価
値
)

の

引

上

げ

を

は

か

る

の

で

あ

る
｡

そ

れ

は

信
用
の

崩
壊
を

避
け

つ

つ
､

｢

貨

幣
の

稀
少
+

を

解

決

す
る

た

め
で

あ

り
､

同

時
に

商
業
の

復
活

と

需
要

の

増
大
､

お

よ

び

海
運

業
の

拡

大
と

並

ん

で

不

動

産
(

土

地

所

有
)

と

そ

の

収

入

と
の

増
大
､

債
務
返

済
の

容
易
化
お

よ

び

貨
幣

利

子
の

低
廉
化

を

通
し

て
､

領
主

と

し
て

の

貴
族
の

利
益
を

ね

ら

っ

て

い

る

の

で

あ

る
｡

こ

れ

ほ

国

家

債
務
を

銀
行
が

肩
代

り

す
る

ベ

ル

ナ

ー

ル

案
よ

り

も
､

｢

貨
幣
の

稀
少
+

の

解

消
､

従
っ

て

貨

幣
利
子
の

引
下

げ

を
ね

ら

う

点
で
､

本
質
的
に

は

ロ

ー

の

路
線
に

立
っ

て

い

る
｡

他

方
､

商
業
の

再

建
を

第
一

義
的

な

課

題
と

す

る

銀
行

撃
止

案

(

6
)

と

し

て

第
二

五

論

稿
が

注
目
さ

れ

る

が
､

そ

れ

は
､

新
規
に

課
税

棚

せ

ず
､

国

家

財
政

事
業
の

改

革
も

行
わ

ず
に
､

国
家

債
務

を

返

済

し

ょ

ぅ
と

し

て
､

陸
上

貿
易

興

隆
の

前
提
と

し

て

の

海
上

貿
易
の

再

建
を

は

か

る

の

で

あ

り
､

そ

の

た
め

に

銀

行
の

設
立

を

要
求

す

る

の

で

あ

る
｡

こ

の

論
者
に

よ

れ

ば
､

■
相
場

師
と

担

保
貸
付

業
者

の

高
利
が
､

強
制

的

な

詐
欺
破

産
の

原

因
で

あ

り
､

内

外

商
業
の

破

滅
の

原

因
と
み

な
さ

れ

て

い

る
｡

従
っ

て

ま

ず
､

海
上

お

よ

び

陸
上

貿
易
に

秩
序
と

信

用
と

を

再
建
す
る

こ

と

が

第
一

の

課

題
と

考
え

ら
れ
､

そ

の

た

め
に

王

国
の

主

要
都
市
と

海
港
と

に

貿
易
商

業
の

機
能
に

関
す

る
一

切
の

事
項
に

つ

い

て
､

商
業
会

議
所
を

設

置
し

ー
こ

の

論
者
は

そ

の

設

置
が

高
等
法

院
の

権
利
を

害
す

る

も

の

で

な

く
､

ま
た

諮

問
会
議
の

権
威
に

服

す
る

も

の

で

あ

る

こ

と

を

強
調
し

て

い

る

が

-
､

あ

ら

ゆ
る

種
類
の

高
利
と

人

為
的

破

産
の

欺

瞞
に

対

す

る

処
罰
を

行
う

使
命
を
あ

て

が

わ

れ

て

い

る
｡

従
っ

て

そ

れ

は
一

種
の

C
F
p

2

官
e

計

首
ど
e

の

機
能
を

も

っ

が
､

し
か

し

余
儀
な

く

破

産
し

た

も
の

を

援
助

す
る

と
い

う

役

割
を

も

あ

て

が

わ

れ

て

い

る

点
､

摂
政

下
に

実

際
に

施
行
さ

れ

た

そ

れ

と

は

異
な
っ

て
､

弱

小

商
人

擁
護
の

姿
勢
を

示

し
て

い

る
｡

こ

の

商
業
会
議

所
は

さ

ら
に

商
業
･

銀
行
機
能
を

営

む

会

社
と

な

る
｡

そ

の

官
職
は

売

官
制
で

あ

る

が
､

そ

の

議
長
と

参
事
の

官

職
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を

膿
売
す

る

権
限

は
､

商
人
と

貿
易
商

人
に

の

み

与
え

ら
れ

る

こ

と
に

よ

っ

て
､

商
人
の

利
益

を

代

表
す

る
｡

そ

の

他
の

役
職
も

す

べ

て
､

欺
漏
破

産
を

行
っ

た

こ

と

の

な
い
､

信
用
の

あ

る

商
人
･

金

融
業
者
･

貿
易

商
で

こ

の

会

社
は

形
成
さ

れ

る
｡

こ

の

こ

と

が
､

会
社
の

信

用
を

維
持
す
る
一

つ

の

方

法
と

考

え

ら

れ

て

い

る
｡

そ

れ

ら
の

売

官
に

よ

り

三

〇

〇

〇

万
リ

ー

グ
ル

の

収
入
が

見
込
ま

れ

て

い

る

が
､

そ

れ

は

国

庫
に

入

ら

ず
､

会
社
の

商
業
基
金
と

な

る
｡

官

職
の

給
与

は
､

国

庫
に

依

存
せ

ず
､

こ

の

商
業
基

金
か

ら
.
支

給

さ

れ
､

従
っ

て

租
税
の

加

重
に

作
用
し

な
い

よ

う

配
慮
が

加
え

ら

れ

て

い

る
｡

要
す

る

に

資
金

面
で

の

国

家
か

ら
の

独

立
で

あ

る
｡

さ

ら
に

こ

の

方

式
は
､

商
人
の

高
等
法
院
官

職
鷹
入
に

よ

る

資
本

の

商
業
か

ら
の

離
脱
と
い

う

当

時
の

フ

ラ

ン

ス

に

お

け
る

商
業
に

と
っ

て

の

阻
止

的
要
因
の

除
去
お

よ

び

そ

れ

に

よ

る

高
等
法
院
へ

の

商
人
の

進
出
に

よ

る

高
等
法
院
の

｢

古
き

栄

光
+

の

衰
え

を

防

止

す

る

と

い

う
二

重
の

目

的
が

意
図
さ

れ

て

い

る
｡

つ

ま

ヤ

商
業

の

立

場
と

高

等
法

院
の

立

場
の

同

時

尊
重
が

こ

の

論
稿
の

基
本

的

な

性
格
を

な
し

て

い

る
｡

と
こ

ろ
で

売

官
制
に

よ
っ

て

会

社
の

金

庫
に

入

る

商
業
基

金

は
､

海
上

貿
易
に

投
じ

ら
れ

て
､

｢

多
数
の

例
か

ら

明

ら

か
+

と

さ

れ

る
一

〇

〇
パ

ー

セ

ン

ト

の

収

益

を

あ

げ
る

も

の

と

評
価
さ

れ

て

い

る

が
､

そ

れ

ほ

官
職

給
与
の

他
に
､

一

方

で

は

商
業
の

追
加

投

資

へ

+

他

方
で

は

国

家

債
務
の

返

済
に

あ
て

ら
れ

る
｡

さ

ら
に
､

商
業
信
用
確
立
の

た

め
に
､

こ

の

会
社

は
､

そ

の
一

ヽ

部
門
と

し

て
､

王

国
の

商
人
､

金

融
業
者
お

よ

び

貿
易

商
人
の

す

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ぺ

て

の

団

体
に

よ
っ

て

形
成
さ

れ
■
る

組
合

営
業

P

訟

邑
P
t
叫

○

β

方

式
に

よ

る

取

引

所

切
口

弓
m

¢

8
日

巨
串
ロ
e

=

銀

行
の

設
立
が

提
案

さ

れ

る
｡

そ

の

基
金
は

国
庫
従
っ

て

租
税
に

ょ

る

こ

と

を

さ

け
､

各

商
人
お

よ

び

貿
易

商
人
の

一

〇

〇

〇
リ

ー

グ
ル

単
位
で

の

出
資

(

そ

の

額
は

約
一

億
リ

ー

グ
ル

と

評
価
さ

れ

る
)

に

た

よ

り
､

そ

の

収

益
の

三

分
の

二

は

国
家

債
務
の

返

済
に
､

三

分
の

一

が

す
べ

て

の

商
人

団
体
に

あ

て

ら
れ
､

各
団
体
は

そ

れ

を

投
資
額
に

応
じ

て

各

個
人
に

再

分

配
し
､

元

本

は

国
家

債
務

返

済
後
に

所

有
者
に

返

済
さ

れ

る

と

い

う
も

の

で

あ

る
｡

こ

れ

は
一

種
の

国

庫
か

ら

独

立

し

た

株
式

銀

行
で

あ

る

が
､

こ

の

論
者
は
､

以
上
の

方

策
に

ょ

っ

て
､

商
業
信

用
の

確
立
､

商
業
の

興

隆
､

国
家

債
務
の

返

済
､

証
券
取

引

業
者
の

背
負
込
ん

で

い

る

｢

死
せ

る

債
券
+

の

決
済
を

は

か
っ

て

い

る

が
､

そ

れ

と

と

も
に

貨
幣
流
通
の

欠

如
に

よ

る

商

業
麻
痺
の

解
消
､

さ

ら
に

は

フ

ラ

ン

ス

と

取
引
の

あ

る

外

国
商
人

の

当
銀

行
の

株
主

化
､

つ

ま

り

外

国
よ

り

の

貨
幣
流
入

と
､

そ

れ

に

よ

る

貨
幣
流
通

量
の

豊

富
化
､

国

内

商

品

需

要

と

販

路

の

増

糊
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大
･

拡

大

を

ね

ら
い
､

さ

ら
に

な
か

ん

づ

く
レ

プ
ア

ン

ト

貿
易
に

お

け

る

フ

ラ
ン

ス

の

地

位
の

強
化

と

貿
易
に

お

け

る

仏
独

連
合
に

ょ

る

海
外

貿
易
の

発
展
を

展
望

す
る
｡

そ

こ

か

ら

生

じ
る

波
及

効
果
と

し
て

は
､

ま

ず
｢

マ

ニ

ュ

フ

ァ

ク

チ

ュ

ー

ル
+

の

再
建

-
そ

の

衰
退
は

商
業
の

｢

欠

陥
+

に

原

因
が

あ

り
､

そ

れ

が

｢

職
人

と

労
働
者
+

の

海
外

流
出
を

ひ

き
お

こ

し

た

と

み

な

さ

れ

て

い

る

-
が

考

え

ら
れ
､

つ

い

で

農
業
の

再

建
が

あ

げ

ら
れ

て

い

る
｡

こ

の

論

者
に

よ

る

と
､

王

国
全
体
で

四

分
の

一

の

耕
地
が

放
棄
さ

れ
､

荒
地
と

な

り

1
そ

の

原

因
は

の

ぺ

ら
れ

て

い

な
い

-
､

そ

れ

が

地

租
収

入
を

著
し

く

減

ら

す

結
果
と

な
っ

た

が
､

上

記
の

会
社

は
､

播
種
に

必

要
な

麦
類
と
そ

の

他
の

穀
物
お

よ

び

家

畜
の

前
貸
し

を
､

五
パ

ー

セ

ン

ト

の

年
利

率
で

行
い
､

再
耕
地

化
､

肥
沃
化
に

よ

っ

て

破

滅
し

た

土

地
の

再

建
を

ほ

か

る

の

で

あ

る
｡

つ

ま

り

そ

れ

は

農
業
銀
行
の

機
能
を

も

あ

わ

せ

持
つ

の

で

あ

る
｡

商
業
の

障
碍
を

な

し

て

い

る

信

用
の

崩
壊
と

破

産
と

を

救
治

す

ぺ

く
､

以

上
の

如
き

役
割
･

使

命
を

あ

て

が

わ

れ

て

い

る

会

社
お

よ

び

銀

行
は
､

す
べ

て

の

ギ

ル

ド

8
→

屈

n

b
仏

貿
t

払

e
t

白
か
･

t
i

e

→

β

巴
川

仏

日

胃
O

F
P

ロ

計

e
t

日
か

的
0
0

訂

芝
田

の

助

力
と

協
力

を

う
る

こ

と

は

必

然
だ

と

み

な
さ

れ

て

い

る

が
､

こ

の

会
社

ほ
､

大
規
模
商
業
お

よ

び

卸
売

業
に

の

み

か

か

わ

る

の

で

あ
っ

て
､

小

柳

規
模
商
業
お

よ

び

小

売

業
を

営
む

商
人

は
､

｢

商
人

を

動
か

す

個

人

的

利
益
の

な
か

に

根
拠
を

も
つ

競
争
に
+

委
ね
､

決
し

て

｢

商

人
の

自
由
+

を

担
わ

な
い

ば

か

り

か
､

む

し

ろ

小

売

商
人
に

外

国

商
品
を

え

さ

せ
､

そ

の

破

産
を

防
ぐ

防
塞
の

役
割
を

演
じ

る

と

さ

れ

る
｡

つ

ま

り
こ

の

論
者
は
､

売
官
制
を

認
め
､

高
等
法

院
の

権

利
を

尊
重

し

て

い

る

が
､

独

占
的

投
機
的
金

融
業
者
に

は

批
判

的

で

あ

り
､

そ

れ

に

対

す
る

追

求
を

要
求

し
て

い

る
｡

他

方

そ

の

商

業
擁

護
論
は
､

商
業
の

国
家

か

ら
の

独

立
､

ギ

ル

ド
､

｢

マ

ニ

ュ

フ

ァ

ク

チ
ュ

ー

ル
+

､

農
業
の

再
建
､

小

商
人
の

自

由

な

発

展

を

展
望
す

る
｡

そ

れ

は

き

わ

め

て

注

目

す
べ

き

銀

行

案
で

あ

る
｡

こ

う
し

た
一

連
の

銀
行

設
立

案
に

対

し
て
､

意
識

的
な

銀

行

設

立

反
対

案
も

存
在
す
る
｡

｢

多
く
の

善
人
が

私
に

提
案

す

渇

よ

う

(

7
)

懇
願
し

た

気

高
い

案
+

と

題
さ

れ

る

第
五

論
稿
が

そ

れ

で

あ
っ

て
､

こ

の

実
は
､

｢

国
家
の

維
持
+

の

た

め

に

自
分
の

…財
産
を

提
供
し
､

貸
付

け
､

し
か

も

証

券
取

引
に

よ

る

利
得
に

参
加
し

な
か

っ

た

に

も

か

か

わ

ら

ず
､

｢

悪
人
+

(

金

融
･

投
機
業
者
)

に

よ
っ

て

著
し

い

金

額
を

失

わ

さ

れ

た

者
の

立

場
を

擁
護
し
､

し

か

も

僅
か

の

時

間
で

王
の

負
債
を

返

済
す
る

こ

と

を

考

え
て

い

る

が
､

こ

の

論

稿

に

ょ

れ

ば
､

商
業
の

変
調
､

財
政
の

悪
化
､

海
外

流
出
に

よ

る

貸

/
-

-
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幣
の

欠

乏
と
い

っ

た

事
態
の

原

因
は
､

国
王
の

盛

大

な

負
債
に

あ

り
､

そ

れ

に

よ

る

信

用
の

崩
壊
に

あ

る

の

で

あ
っ

て
､

従
っ

て

信

用
回

復
の

た

め
に

提
案
さ

れ

る

方

策
は
､

一

つ

は

租
税
改

革
に

よ

る

国
庫
収
入

の

増
大
で

あ

り
､

い

ま
一

つ

は
､

既

存
の

王

債
に

納

税
を

含
む

す
べ

て

の

支

払
い

に

お

い

て

通

用

力
を

賦
与

す

る

こ

と

で

あ

る
｡

そ

の

湯
合
､

こ

の

論
者
は
､

国

家

債
務
証

書
を

短

期

間

に

回

収

し
､

そ

の

代
り
に

金

属
貨
幣
で

な

く

銀
行
券
を

発
行

す
る

銀
行

設
立

案
(

既

述
の

第
一

の

案
)

ほ
､

証

券
所
持
者
に

損
失
を

も

た

ら

す

ば
か

り

か
､

一

切

を

混
乱
に

陥
れ

る

も

の

と

し

て

こ

れ

を

退

け
て

い

る
｡

銀

行
に

対

す
る

こ

の

警
戒

論
は
､

む
し

ろ

当

時
(

8
)

の
､

デ
マ

レ

も

含
む

高
級
財
務

官
僚
に

多
く
み

ら
れ

た

の

で

あ

る
｡

(

1
)

呂
か

m
O

旨
e

呂
【

-

e

ヨ
0

3
日

む
0

層
3
1

e

ロ

p

蒜
e

n
t

e

n

t

l

釘

p
e

仁

一
､

甲
ロ

n

訂
ゎ

こ
○

ま
O

e

宅
e

】

e

河
○

叫

(

ど
ー

t

e

ロ

p
P
p

岩
.

P

(

∽
･

d
.

P

P
)

f

｡
印

00

㌣
苫
･

(

2
)

C
O
-

O

n
e
-

H
e

ユ
巴
ト
t

‥

吋

且
e

t
り

年
0

0

a
P

t

ど
n

モ
仁

n
e

p
P

苧

e
ト

e

河
○
Ⅵ
申
-

e

e

ロ

冒
P

β
O

e

㌢

-

P

払

n

m

F

→

好
日
e

血

打

ビ
U

已
∽

舛
Ⅰ

く
●

(

-

冒
N

⊥
ご
N
)
■

(

声
e

づ

亡
b

d

ゴ
ー

許
○

冒
e
一

m
O
m

訂
→
ロ
e
-

→
O

m
e

∞
.

-

巴
u
.

)

p

p

-

£
⊥
堅
U
.

(

3
)

勺

3
j

e
t

p
O

弓
P
O

β

已
什

訂
→

-

e
り

d
e
t

t

e

払

d

仁

河
○

ゴ

訂
-

3
2 .

ワ

C

已
e

→

t
(

ま
e
切

-

e
∽

e
∽

p
e
O

e

∽

p
p

n
∽

-

e

8
日
m
e

岩
e
､

e
t

臣
-

→

e

せ
0

ユ
e

→

㌢

-

p

C

巴
払

∽
O

d

仁

∽
→
.

-

e

G
e

n

告
e
､

○

仁

P

已
記
∽

C

巴
∽

∽

e
∽

河
O

y

巴
e
∽

t

O

き
ー
､

駕

篭
n
t

q

已
(

訂

ヨ
e

喜
0

0

琶

監
.

(

P

P
∽
･

ロ
.

)

甘
p

-

N
い

⊥
N

小
.

(

4
)

赤
羽

裕
｢

ジ

甘

ン

･

ロ

ー

に

お

け
る

財

政

政

策
の

変
転
+

『

金

融

経

済
』

第

七
二

号
､

一

九

六
二

年
二

月
｡

(

5
)

河
か

P
e

牡
○

ロ
の

岩
→

仁
ロ

p

3
j

e
t

g
か

n
か

昌
-

血

訂
-

i

b
か

昌
江
○

日

計
s

計
t

t

e

∽

計
-

､

H

ぎ
t
､

ト

ロ

乱
t

P

g
-

ま
e

m
e

n
t

p

訂
U
-

仁

(

訂

叶

○

已
e
∽

冨
∽

一

声
ユ
蒜

.

∽

β

ミ
○

ロ

琵

匂

3
p
O

芳

年
e

嬰
U

O

已
e

→

唱
P

→

さ
ゴ
e

旨
已
e

O

息
旨
t
-

○

日

昌
→

-

認

m
O

ロ

n
O

笥
.

山

甘
n

已
e

→

-

ロ
∞
.

(

P

P
)

甘
｡

N

中

一

ー

N

阜

00
.

(

6
)

呂
○

づ
U

n
∽

匂
○

琵
p
O

▲
盲
】

き
e

→

-

e
仏

日
e
t
t

e

∽

臣
【
､

E
t

p

√

e

n

m
O
i

ロ
り

計

巴
粥

呂
佃

∽

呂
∽

ぎ
H
e
∽

2 .
-

ヨ
匂
O
t
∽
､

e
t

野
口
∽

ユ
e

n

-

ロ

ロ
○

く
0
→

p
p

日
払

-

e
∽

P

鞠
p
-

3
∽

か
0

払

口

早
日

吉
-

2 .

d

か

旨
n

g
e

→

-

e
∽

か

す
豆
-

宏
e

日
e

n
t

ロ

β

巨

官
仁
d

d
n
t

O

n
0

0

3
か
t

→

e

β
か

O

e
∽
∽

巴

3
P

さ

E
e

日

中
0

河
○

づ
P

亡

日
e
●

(
仇
-

P
仏
-

P
)

f
｡

切

-

笠
⊥
巴
.

(

7
)

℡
リ

○

昔
日
O

F
E
e

β

ロ
e

(

盲
P

β
t
i

t

か

屯

ど
ヨ

m
e
∽

計

茫
e

ロ

邑
○

已

せ
弓

㌫

計
廿

3
廿
○
払

e

J

q

巨
e

対

勺
-

首
仁
0

訂

ヨ
0

3
n

P
､

琶
･

β

已
t
t

O

り

ー

e
∽

血

訂
t

t

e
∽

β

白

河
○

叫

e

n

t

乱
∽

や
e

ロ

(

訂
t

e

m

写
夢
ロ
の

ユ
e

n

訂
i

→

e

也
斥

a
→
e

㌢

O

e

仁
H

d
¢

∽

e

∽

望
-
j

e
t

り

β

已
○

已
せ
→

e

賢
e

N

-

e

2
+

仏

E
e

日
仏

p
O

弓
-

e

∽

○

已
訂
声
什

n
O

-

由
ぎ
t
-

e
什

q

2

n
♂

邑

p
O
-

已
血

訂

官
→
t

巴
-

対

ロ
か

g
O
t
-

已
ど
日
払

ト

ロ

勺
m

匂
-

e

二

β

⊆
U

-

e
∽

ヨ
巴
-

づ
P
i

s

F
O

ヨ
m
e
払

訂
n
t

p
e

a
岩

B
m
m
e
m

8
日

巴
d

町
P

已
e
∽

d
O

ロ
t

-

p

g
m
m
e

言
e

e
∽
t

P
①
f

e

n
ひ

ざ

p
P
→

-

e

∽

-

○
-

M
.

(
∽
●

P

∽
･

n
.

)

甘
p

N

†
N

p

(

8
)

C
O
-

○

ロ
e
-

H
e

ユ
p

仁
什

‥

0

9

0

芦

せ

p
.

-

笠
⊥
筈
･
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三

次
に

考

察
す
べ

き

対

策
案
の

類
型
と

し

て

危
機
克
服
の

主

体

を

中

央
国
家

権
力
や

国
立

銀

行

以

外
の

と
こ

ろ

に

求

め
る

案
が

あ

る
｡

(

l
)

第
七

論

稿
は
､

一

六

九

〇

年
以

来
契
約
さ

れ

た

国
家

債
務

全

体

ク

ロ

シ

ュ

.

ハ

ロ

ワ

ス

を

州
へ

､

そ

の

教
区

ま

た

は

聖

堂

区
の

数
と

そ

れ

が

支

払

う

租
税

の

額
に

応

じ
て

転
嫁
す

る

こ

と

を

提
案
し

て

い

る
｡

つ

ま

り

国
家

債
権
者
に

対

し

て

州
が

支

払
い

の

義
務

を

負
う
こ

と
に

な
る

の

で

あ

る

が
､

こ

の

案
が

ね

ら

う
と
こ

ろ

は
､

国
家
が

こ

れ

以

上

投
機

カ

ビ

タ

ツ

オ

/

業
者
に

依

存
す

る

こ

と

を
や

め
､

軽
減
さ

れ

た

租
税
(

人

頭
税
と

一

〇

分
の
一

税
は

廃

止
さ

れ

る
)

に

た

よ

る

よ

う
に

す
る

こ

と

で

あ

り
､

そ

の

こ

と
に

よ

っ

て
､

投
機
業
者
の

資
本
を

商
業
に

投
ぜ

し

め

る

こ

と
で

あ

る
｡

そ

の

場
合

州

は

債
務

者
に

｢

最
も

有
利
な

条
件
で
､

か

つ

最

も

低
い

利
率
で
+

債
権
者
と

の

葵
約
を

引
受
け
､

国
家

債
務
の

地

方
へ

の

分

配
お

よ

び

債
務

支

払
の

た

め
の

徴
税
と

ジ
ュ

ネ
リ

テ

税
収
の

使
用

方

法
と
に

つ

い

て

は
､

各
絵
管
区

の

代

表
者
が

地

方

総
監

と

共
に

か

独

白
に

決
め

る
べ

き
鳥

の

と

さ

れ

て

い

る
｡

し
か

し

同

時
に

州

は

僧

族
と
と

も
に

次
の

よ

う
な

援
助

を

国
家

か

ら

受
取
る
｡

そ

れ

は

す
で

に

契
約
し

た

負
債
お

よ
■
び

国
家
か

ら

転
嫁
さ

れ

た

負
債
の

額
に

応
じ
て
､

国
家
は
､

欠

乏

し
て

い

る

貨

幣
の

代
り
に

流
通

促
進
の

た

め

に

尭
行
さ

れ
､

す
べ

て

の

支

払
い

湖

の

四
分

の
一

だ

け

通

用

力
を

も

つ

王

室
証

書
を

州
に

前

貸
し
､

州

は

そ

れ

を

債
務

元

本
の

支
払
い

に

当

て

る

と

い

う
の

で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
な

提
案
は
､

一

七
一

六

年
二

月
三

日

付
の

メ

ソ

ス

の

地

方

総

監
で

バ

ー

デ
ン

派

遣
全

権
大

便
と

な
っ

た

サ

ン

･

コ

ン

テ

(

2
)

の

デ
マ

レ

宛
の

覚
書
(

第
二

四

論
稿
)

に

も
み

ら
れ

る

が
､

か

れ

は
､

国

家

債
権
者
が

安
心

し
て

債
権
の

支

払
い

を

待
つ

こ

と
が

で

き
､

ま
た

徴
税
が

慈
恵

的
で

な

く
､

納
税
者
の

財
産
と

商
業
の

安

全
が

守
ら
れ
､

債
権
者
と

納
税
者
と

の

財
産
が

保
証
さ

れ

る

よ

う

に

と
の

配

慮
か

ら
､

国
家

債
務
の
一

部
を

州
に

支

払
わ

し

め
た
パ

テ
バ

ル

ト

マ

ン

ー

デ
ン

侯
オ

イ

ゲ
ー

ン

の

や

り

方
に

な

ら
っ

て
､

メ

ッ

ス

納
税
区

を

例
に

次
の

如
き

案
を

提
示
し

て

い

る
｡

つ

ま

り

サ

ン

･

コ

ン

テ

に

よ

れ

ば
､

メ

ソ

ス

納
税

区
の

人

頭
税
の

年
収

は

約
三

七

万

八

〇

〇

〇
リ

ー

グ
ル
､

一

〇

分
の
一

税
の

そ

れ

は

二

六

万
リ

ー

グ
ル
､

計
六
三

万

八

〇

〇

〇
リ

ー

グ
ル

で

あ

る

が
､

こ

の

税
収
を

州
に

委

ね
､

代
り
に

州
が

年
金

債
八

〇

〇
万

リ

ー

グ
ル

の

利
子

(

四
パ

ー

セ

ン

ト

で

年
三

二

万
リ

ー

グ
ル
)

と

元

本
消

却
(

初
年
度
三

二

万

リ

ー

グ
ル
)

の

支

払
い

を

国

庫
に

代
っ

て

引

受
け
る

と
い

う
も
の

で

あ

る
｡

こ

の

支
払
い

分

は

年
々

減
少
し

て

い

く
か

ら
､

税
収

約

六

四

万
リ

ー

グ
ル

の

残

高
は

益
々

多
く

元

本

消
却
に

ま

わ

さ

れ
､

■

ノ
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一

八

年
で

年
金

債
は

完
済
さ

れ

る

と
い

う
の

で

あ

る
｡

こ

の

実
の

ね

ら

う
と
こ

ろ

は
､

国
庫
債
務
を

地

方
に

肩

代
り

さ

せ

る

こ

と
に

よ

っ

て
､

王

権
を

そ

れ

か

ら

解

放
す
る

こ

と

で

あ

る

が
､

■
そ

の

た

め

に

必

要
と

さ

れ

て

い

る

条
件
は
､

第
一

に

州

議
会

の

あ

る

地

方
の

権
力
保

持
者
に

国

庫
債
務
の

割
当
て

を

受
入

れ

さ

せ

る

こ

と
で

あ

り
､

ま

た

州

議
会
の

存

在
し

な
い

他
の

地

方
に

つ

い

て

は
､

そ

れ

ぞ

れ

二

人
の

僧
侶
と

貴
族
と

を

任

命
し
､

地

方
の

主

要
都
市
の

官

吏
の

中
か

ら

選

出
さ

れ

た

二

名

と

と

も

に
､

六

人

の

代

表
に

国

庫
債
務

の

割
当
て

を

受
入
れ

さ

せ
､

.
債
権

者
へ

の

支

払
い

を

引

受
け
さ

せ

る

こ

と
で

あ

る
｡

第
二

に
､

国

家

債
務
の

国

庫
か

ら

地

方
へ

の

転
嫁
に

よ
っ

て

債
権
者
の

利
益
が

脅
か

さ

れ

ぬ

ば
か

り
か
､

か

え
っ

て

有
利
に

な
る

よ

う
に
､

年
金
お

よ

び

そ

の

債
券
の

消

却
に

必

要
な

基
金

を

う
る

た

め

に
､

人

頭
税
と
一

〇

分

の

一

税
の

徴
集
を
､

一
そ

の

完
済
ま
で

継
続
す

る

こ

と
で

あ

る

が
､

し
か

し

地

方

代
表
に

は
､

そ

の

基

金
の

捻
出
に

つ

い

て
､

地

方
に

応

じ
て

有
利
に

新
方

式
を

考

案
す
る
一

定
の

独

自
性
が

認

め

ら
れ

て

い

る
｡

と

こ

ろ
で
一

七
一

五

年
一

月
一

三

日

付
の

サ

ン

･

コ

ン

テ

宛
の

デ
マ

レ

の

書
簡
か

ら
､

サ

ン

･

コ

ン

テ

の

こ

の

案
は
､

か

れ

が
バ

ー

デ
ン

か

ら

滞
在
し

た

数

日

後
に

行
っ

た

デ
マ

レ

と

の

会
談
の

際

に
､

デ
マ

レ

が

行
っ

た

提
案
と

は

若
干

異
な
っ

て

い

る

こ

と

が

分

る
｡

そ

れ

は

国
家

債
務
の

地

方
へ

の

転

嫁
と

い

う

点
で

は

同

じ
で

は

あ

る

が
､

債
務

支

払
い

基

金
の

捻
出
に

つ

い

て

は
､

一

〇

分
の

一

税
と

人

頭
税
と

に

代
っ

て
､

各
地

方

の

三

身

分
の

代

表
に

よ

っ

て

き

め

ら

れ

る
べ

し

と

い

う
も
の

で

あ
っ

た
｡

デ
マ

レ

が

こ

の

州

三

部
会
に

よ

る

決
定

方

式
を

固

執
し

て

い

た

こ

と

は
､

一

七
一

五

年
二

月
三

日

付
の

デ
マ

し
の

サ

ン

･

コ

ン

テ

宛
書
簡
が
､

コ

ン

テ

の

意
見
に

は

若
干
の

難
点

が

あ

る

と

し

て

い

る

こ

と

か

ら
も

推

測

さ

れ

る
｡

他

方
一

七
一

六

年
一

月

二

九

日

の

コ

ン

テ

の

デ
マ

レ

宛

書
簡
に

な
る

と
､

｢

財
政

状
態
が

許
す
な

ら
､

残

り

の

臨

時
税

収

入

(

具

体

的
に

は

借
入

れ
､

富
強
､

税
収

入

を
あ

て

こ

ん

だ

前
借

り
､

領
地

や

諸

権
利
の

譲
渡
､

特
権
の

販

売

等
を

さ

す

-
筆

者
)

を

な

く

す
べ

き

だ
+

と

し
､

そ

の

理

由
と

し

て
､

｢

民

衆
に

と
っ

て

も
っ

と

も

憎
む
べ

き

も
の

は

収
税
請
負
人
で

あ

る
+

と

述

べ
､

同

時
に
､

｢

そ

の

他
に

毎
年
あ

る

額
を

農

村
の

納

税

者
に

課

税
す
る

自
由
を

保

持
す

る

つ

も

り
で

あ
る
+

と

し

て
､

地

方

本

位

の

収

税
に
一

定
の

限

界
を

加

え
て

い

る

が
､

し

か

し
コ

ン

テ

が

収

税
請
負
人
の

寄
生

対

象
に

な
っ

て

い

る

臨
時
財
政

収

入

を
さ

け
て
､

一

定
の

限

界
を

も

つ

と

は

い

え
､

地

方

を

主

体
と

し
た

課
税
に

た

よ

ろ

う
と

し

て

い

る

こ

と
ほ

デ
マ

レ

と

同

様
で

あ

る
｡

7 ∂3
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地

方
に

主

体
を

求
め

る

別
の

型
の

案
と

し
で
､

州
三

部
会
の

復

活
に

よ

っ

て

国
表
財
政

問

題
の
､

少
な

く

と

も

予

期
さ

れ

る

戦

争

の

費
用

捻
出
の

問

題
の

解

決
を

志
向

す

る

案
が

あ

る
｡

第
一

六

(

3
)

論
稿
が

そ

れ

で

あ

る

が
､

こ

の

論
者
は
､

｢

貧
困

が

余

り

に

も

全

般
的
で
､

官
職
の

新
し

い

設
置
か

ら

〔

売
官
制
に

よ

っ

て

富
者
か

ら
さ

え
〕

援
助

を

望
み

え
な
い
+

情

況
に

お

い

て
､

州
三

部
会
に

あ

て

が

わ

れ

る

第
一

の

役
割
は
､

信

用
維
持
の

た

め
､

そ

の

代

表

者
に

よ
っ

て

署
名
さ

れ

る

債
券
(

三

部
会
債
券
)

の

発
行
で

あ

り
､

そ

れ

に

よ
っ

て

兵
鏡
用

具

製
造

人
か

ら

銅
を
､

精
錬
所
経
営
者
か

ら

鋳
金

属
を
､

教
会
か

ら

銀
器
を

買
取
っ

て
､

金

属
貨
幣
を

作
る

こ

と
で

あ

る

(

地

方
に

よ

る

造

幣
)

｡

第
二

に
､

戦

費

調

達
の

た

め
に

五

〇

世

帯
ご

と

に

五

リ

ー

グ
ル

の

割

合
で
､

聖

堂

区

ご

と

に
､

収

税
請
負
人
に

た

よ

ら

ず
､

聖
堂

区
の

地

方

有
力
者
･

富
裕

者
･

村
役
人
･

地

租
収

税
官
に

よ
っ

て

臨
時
徴
税
す

る

こ
■
と

で

あ

る

(

徴
税
権
の

地

方
へ

の

移
譲
)

｡

発
行
さ

れ

る

債
券
の

償
還

方

法
と

し
て

は
､

次
の

よ

う
な

国
王

か

ら
の

援
助
に

よ

る

州

三

部
会
の

収

入
が

期
待
さ

れ

て

い

る
｡

第

一

に

国
王

が
､

｢

な

ん

ら
か

の

理

由
の

た

め
に
､

何

者
か

に

よ

っ

て
､

抵
当
に

入

れ

ら

れ
､

譲
渡
さ

れ
､

あ

る

い

は

授
与
さ

れ

た

王

F
オ

ー

芦

領
地
+

を

自
己
の

掌
中
に

置
く

自
由
を
､

州
三

部
会
に

与

え
る

こ

と

で

あ

る
｡

一

度
第
三

者
の

手
に

渡
っ

た

王

領
地

を

入

手

す
る

際

湖

に
､

州
三

部
会
は
､

第
三

者
に

対

し

て

五
パ

ー

セ

ン

ト

利
付
き

の

州
三

部
会

債
権
に

よ
っ

て

償
う
の

で

あ

る
｡

さ

ら
に

州
三

部
会
は
､

フ
一
一

ル

ミ

ュ

こ

れ

ら

領
地
か

ら
の

収

入

を

最
高
入

札
者
に

落

札
さ

せ
､

借
地

人

に

は
､

不

定

期
領
主

権

d

3
-

t

払

の

監
房
-

払

の

用

益

権
(

賃
貸
借

契
約
価
格
の

五
パ

ー

セ

ン

ト
､

残
り

ほ

三

部
会
の

収

入
と

な

る
)

の

み

が

与

え

ら

れ

る
｡

以

上
が

州
三

部
会
の

収

入

漁
と

な

り
､

そ

れ

は

債
券
の

償
還
に

当
て

ら
れ

る
｡

第
二

に
､

国
王
は
､

州
三

部

会
に

対

し

て
､

ノ

ル

マ

ン

デ
ィ

に

お

け

る

的

焉
計
▲

ロ
O

E
e
払

つ

ま

り

鉱
夫
に

占
有
さ

れ

た

自
己
の

封
土
を

監
理

し
､

一

定
の

収
入

を

徴
収

す
る

権
利
か

ら
の

所
得
を

与

え
､

さ

ら
に

公

証

人

証

書
お

よ

び

執
達
吏
の

令
状
の

登

録
税
を

州
三

部
会
に

譲
渡
し
､

三

部
会
の

財
政
と

す

る
｡

そ

の

収
益
ほ
､

こ

の

場
合
に

は

収

税
請
負
人

(

そ

れ

は

ノ

ル

マ

ン

デ
ィ

に

お

け
る

公

証
人
の

登

録

税
で

年
に
一

〇

万

リ

ー

グ
ル

の

収

益

を

え
て

い

る

と

評
価
さ

れ

て

い

る
)

の

介
入

が

避
け

ら
れ

る

こ

と
に

よ

っ

て
､

国
王

が

得
た

よ

り

も

大
き

な

額
を

収
め

る

こ

と
が

期
待
さ

れ

て

い

る
｡

以

上
が

州
三

部
会
の

財
漁
で

あ

る

が
､

公

衆
の

負
担
と

な

る

諸

事
項
に

つ

い

て

は
､

次
の

よ

う

な

配
慮
が

加

え

ら
れ

て

い

る
｡

第

ラ

ン

L

r

一

に

王

領
地
に

支
払
わ

れ

る
ぺ

き

地

代
に

つ

い

て

は
､

州

三

部
会

,へ
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ほ

国

王
が

始
め

た

免
除
政

策
を

継
続
す
る

自
由
を

も
つ
｡

第
二

に
､

州
三

部
会
は

王

領
地
の

地

方

官
職
と

裁
判
費
用

と
の

負
担
を

公

衆

か

ら

免
除
す

る
｡

第
三

に
､

ノ

ル

マ

ン

デ
ィ

に

お

け
る

王

室

臨
時

裁
判
官

ま
各
日
t

e

お

よ

ぴ

そ

れ

と

同

じ

機
能
を

有
す

る

州

の

他

の

副

次

的

裁
判

官

を

廃
止
し
､

そ

の

補
償
の

義
務
を

負
う
｡

こ

の

補
償
を

行

う
た

め

に
､

聖
堂
区
の

僧
族
･

世

俗
の

領
主
を

し

て
､

せ
帯

数
に

応
じ
て

と

り
き

め

る

価
格
で
､

そ

の

上

親
裁
判

権
と

森
林
関

係

訴

訟

裁
判

官

官
職
と

を

買
取
る

よ

う
に

義
務
づ

け
､

か

つ

財
産
譲
渡
税
を
も
､

領
主
の

上

級
裁
判

権
に

合
体

す
る

こ

と

に

よ
っ

て
､

こ

の

上

級

裁
判

権
は

五

〇

〇
リ

ー

グ
ル

以
上

と

な

り
､

こ

れ

に

よ
っ

て

廃
止
さ

れ

る

王

室

臨
時
裁
判

官
お

よ

び

そ

れ

と

関

係
す
る

他
の

若
干
の

官

職
廃
止
の

補

償
を

こ

え
る

と

予

想
さ

れ

て

い

る
｡

さ

ら
に

上

級
裁

判

権
の

こ

の

販

売

は
､

王

領
地
か

ら
､

毎
年
法

外
な

額
に

達
し

て

い

る

刑
事
訴

訟
費
用
を

軽
減
す
る

と
い

う
効
果

が

期
待
さ

れ

て

い

る
｡

こ

の

第
一

六

論
稿
は

公

衆
の

負
担
感
減
の

名
に

お

い

て
､

州
三

部

会
の

実

質
的

機
能
を

増
大

し
､

結
局

領
主

権
の

拡
大
に

帰
着
し

て

い

る

点
で

特
徴
的
で

あ

る
｡

(

つ

づ

く
)

(

1
)

呂
○

苫
n

胃
E
+

琶
モ
ー
山

き
e

叫

-

e
∽

n
O
t

t

2
P

d
e

-

由
t

p
t

e
t

a
訂
T

E
-

→

-

P

O
-

3
已
p

江
O

n

せ
声
→

G
O

戸
J
O

き
㌢

吋
p

ユ
∽
.

¢

D
e

O

e

日

官
e

-

叫
-

h
.

甘
研

い

い

-

山

㍗

(

2
)

ト

あ
什

耳
e

中
印

】

芦

み
O

m

芦

n
O

n
t

訳
t

β

已
e

n
d

d

笥
㌢

E
g
→
.

d
e

琵
官
e

O

e
仏

こ
p

唱
e

召
-

e

記
e
仏
t

仁

ロ

E
か

巨
○
-

蒜

昌

:
e
∽

m
?

Ⅵ
d

巳

年

琶
β

已
t
t

e

り

】

e
∽

中
e
t

什

玖

d

¢

【
-

向

訂
t
●

F
P

琵
0

0

n
n

訂

e
∽
t

ロ

n

臣
-

○

已

計
∽

冒
ヨ
m
袋

P

笠
-

g
n
か

∽

p
O

喜
･

-

e

河
○

Ⅵ

告
【

-

e

O
か

匂
声

ユ
e

m
e

已

ト
0

呂
e
t

N

e

n

f

p

づ
e

弓

d
e
仏

0

乱
牢
ロ

○
-

e

記

n

訂

-
､

肖

訂
t
.

出
汁

-

P

t

3
訂
-

か

ヨ
e

p
U

≡
+

8
p

訂

d

e
∽

-

e
t

t

蒜
∽

q
亡

b

芦

ロ
e
ひ

日
P

蒜
t

払

-

已
p

か

弓
-

t

e
仏

S

喜
O

e

S

且
e
t
.

吋
軒

ユ
打
一

い

句
か

く

ユ
e

→

-

叫

-

か
.

甘
p

-

h

-

⊥
山

戸

(

3
)

旨
か

ヨ
○

打
e

匂
○

喜

召
0
0

仁

岩
→

b

巨

声
○
叫

計
∽

S

e

8
雪
山

0

0

n
･

巴

監
宗
亘
e
∽

官
→

戸
ロ

e

t

P

当
U

d
e

h

-

才
3
¢

せ
声
→

p
p

岩
訂
∽

e

年
①

苫

訂

E
ハ

e
t

P

邑
e

切
∽

宏
.

(
∽
.

P
∽
.

P
)

り
岩

や

T

串

(

一

橋
大

学

教

授
)

7 ∂∂




